


[image: ]







フラチなＬＯＶＥＲＳ　＊　目次








          運命のダーリン




          カレな彼女とカノジョな彼




          百鬼夜行ひゃっきやぎょう




          カレイドスコープ




          淫魔降臨




          リセット迷宮










運命のダーリン










「今日の運勢は八十点。ミスのない一日。ラッキーアイテムは天然石のピアス。ラッキーカラーは赤」

　木原きはら真弥まやは、お気に入りの占い雑誌を開き、鼻歌を歌いながら登校の準備を始めた。

　手早く制服に着替えてから、アクセサリーボックスをあけて、該当のピアスを探す。

「天然石っていうと、珊瑚はちょっと違うよね……えーと、タイガーアイとローズクォーツだったら、ローズクォーツのほうが赤に近いから、こっちにしよ」

　ピアスをつけ、鏡でチェックしてにっこり笑う。天然石のピアスはこれでＯＫ。次は赤だ。なにか赤いものは……。

　しばらく考えて、いちど着た制服をいきなり脱ぎはじめる。箪笥から、上下揃いの赤い下着を取りだし、それに着替えてからふたたび制服を身につける。

「よし！　これでバッチリ！」

　時計を見ると、もうぎりぎりの時間だ。真弥は慌てて鞄をつかみ、家を飛びだした。




　真弥の占いマニア歴は長い。

　きっかけは、定期購読するようになったコミック雑誌の占い欄。それがけっこう当たっていたので、なんとなく意識するようになり、そのうち、毎日の占いが載っている専門の雑誌を買うようになった。

　今では、その日の占いを読んでからでないと、安心して行動できない。占い好きが高じて、すっかり占い依存症だ。

　学校でも占いオタクとして有名になってしまい、外見的にはかなり美人の部類なのに、男子から声をかけられることはほとんどない。

　そんな真弥は、最近新たな野望にとりつかれていた。

　愛読している雑誌の占い師、ルナール・大塚おおつかに直接占ってもらいたい。

　調べたところによると、ルナール・大塚は、真弥の住む町から三駅ほど離れたところに、占いの店を出しているらしい。

　占いは完全予約制。見料は高いが、真弥の小遣いでまかなえないほどではない。

　だが、さすがに人気占い師のこと、予約はつねにいっぱいで、真弥は早くに申しこみをしたにもかかわらず、先方からの連絡を何か月も待っている状態だった。

　それがある日、ついに順番が回ってきた。

《キャンセルがありましたので、ご都合がよろしければ次の日時にお越しください。なお、ご都合がつかないばあい、次回のチャンスは一か月以上先になります》

　携帯電話に届いた一通のメール。

　これ以上、また一か月なんて待てない。

　真弥は、仮病を使って学校を休むと、貯めていた小遣いを握りしめて電車に乗った。




「あなたは今、三年に一度の大幸運期にあります」

　マンションの部屋の奥に設けられた天幕の中、真弥は緊張して椅子に腰かけていた。

　初めて対面したルナール・大塚は、三十歳過ぎの男性で、物腰の上品なインテリふうのハンサムだった。

　占いは、西洋占星術とタロットを組みあわせて行なわれる。

　ルナール・大塚は、中央に開かれた《恋人》のカードを示して言った。

「とくに恋愛運が好調のようです。近いうちに、運命の恋人に出会えるという暗示が出ていますよ」

　彼の視線が、舐めるように真弥の上を這いまわる。なにもかも見透かされているような気がして、真弥は無意識に体を縮めた。

「……運命の恋人？」

「そう、運命の恋人です。思いがけない出来事をきっかけに、あなたたちは出会うでしょう。相手があなたにひと目惚れします。交際の申しこみは積極的に受けて吉。彼はあなたの運命の恋人なのですから」

　憧れの占い師に占ってもらえた感動と緊張とで、真弥はぼうっとなって家路についた。

　ぼんやりしたまま赤信号の横断歩道に足を踏みだし、けたたましいクラクションにはっと我に返る。

　一台のトラックが目の前に迫っていた。

　足がすくんで動けない。

　ひかれる！

　そう思ったそのとき、横合いから伸びてきた手につかまれ、強い力で歩道まで引きもどされた。

「おい！　なにやってるんだ！」

　真弥の腕をつかんだ青年が、叱るように怒鳴りつけた。

　骨格のはっきりした男らしい顔立ち。スーツに包まれたたくましい体。

　野性味あふれるその顔が、真弥の顔を見たとたん表情を失ったかと思うと、みるみる赤くなった。

「……だ、大丈夫か？」

「は、はい……ありがとうございます」

　真弥もまた、相手の顔に見入っていた。あまりにも好みのタイプなので、知らずしらず胸がどきどきしてくる。

　青年は、近くの会社に勤めるサラリーマンで、萩野はぎの健一けんいちと名のった。

　心配だから送るという申し出を受けいれ、自宅まで送ってもらった真弥は、請われるまま電話番号とメールアドレスの交換をした。

　数日後、彼から交際を申しこまれた。

「ひと目惚れなんだ。よければ俺とつきあってほしい」

　──すごい！　占いのとおりだわ！

　真弥は迷わず承諾の返事をした。




　健一の骨ばった手が、肌の上をぎこちなく這う。

　唇を重ねられて、真弥は鼻から甘えるような声を漏らした。

　噛むように唇を吸われ、口の中に強引に舌が潜りこんでくる。荒々しくかきまわされて、たちまち頭がぼうっとした。

　片手で肩を抱きしめられ、もう片手で胸を強くもまれた。

　痛みを感じるほどの激しい抱擁に、息もつけない。だがそれはたしかに快感として体に刻みこまれ、着実に真弥を高ぶらせていく。

　荒い息に耳朶をくすぐられて、ぶるっと身震いする。乳首を挟まれた痛みがしびれに変わり、甘い熱となって全身に広がる。

　抱きあっているだけで下腹部が熱くなり、溶けた蜜が最奥からこぼれだした。

　蜜は太もものあいだに流れ、絡みあった健一の足まで濡らして、卑猥な音を立てる。

　先走りの露をにじませた健一のものが、真弥の臍のあたりに触れ、水分の蒸発にともなう冷たい軌跡を残して通りすぎていく。

　こすりつけられる健一そのものは、その冷たさに反比例してひどく熱く、狂暴なまでの強さで真弥の体を押しかえす。

　だが、健一の野性的な顔のなか、二つの目だけは穏やかな愛情に満ちていて、真弥は恐れを感じなかった。

　骨がきしむほど抱きしめられ、むさぼるように全身を攻められるが、そのすべてが深い快感となって体の奥に沈んでいく。

　直接触れられる前から、真弥の股間は花開き、蜜をまきちらしながら、健一を誘うようにうごめいた。

　心臓がばくばくと躍り、頭の中が真っ白になる。

　両足を抱えあげられたかと思うと、健一の太く硬いものが一気に突きたてられた。

　痛みはない。

　充分すぎるほど熟れきっていた互いのそこは、まるであつらえたようにぴったり収まり、二人は安堵のこもった喘ぎを漏らす。

　真弥は自分からも足を絡め、両腕で健一にしがみつきながら、汗に濡れた首すじに顔を押しつけ、その肌をそっと噛んだ。

　それを合図にしたかのように、健一がゆっくり動きはじめる。

　浅いところで出し入れされて、真弥はもどかしさに身をよじった。

　健一と肌を合わせると、理性のたががはずれ、自分も一匹の獣になるような気がする。ただ相手のことだけを想い、快楽だけを追いもとめる獣。

　過去の少ない経験のなかでも、同じ年ごろの男子との子どもっぽいセックスしか知らなかった真弥は、自分の中にこんなに原始的で激しい欲望が隠れていたことを知って驚いた。

　健一の、荒っぽい外見に反したやさしい性格。外見にふさわしい情熱的なセックス。武骨なしぐさと、細やかな心遣い。

　なにか一つ発見するたびに、真弥の心は健一へと傾き、坂を転がるように溺れていった。

　理想の恋人。

　──彼は私をだれよりも愛してくれる。私も彼をだれよりも愛している。

　──そう、彼は、占いに出た運命の恋人なんだから。

　占いに後押しされた真弥の熱情はとどまるところをしらず、一途な健一の想いまで巻きこんで燃えひろがった。




　だが、二人を結びつけたはずの占いが、二人のあいだにいさかいを招いた。

「おい、まだか？」

「あーん、もうちょっと待って！　髪がうまく結べないの～」

　友人といっしょだと嘘をついて旅行に出かけ、ホテルに一泊した翌朝、チェックアウトの時間が迫っても、真弥はまだ鏡の前でぐずぐずしていた。

「髪、そのままでも充分かわいいから、とかすだけでいいだろ？　だいたいその短さじゃ、結ぶの難しいと思うけど」

「だって、占いの本に、今日は髪をアップにしないと災難があるって書いてあったんだもん！　無理でも結ばなくちゃ駄目なの！」

「おいおい」

　健一はあからさまに眉間にしわを寄せた。

「こないだから占い占いって、なんでそうこだわるんだよ？　そんなに占いが大切か？」

「だって、ルナール・大塚の占いは、ほんとにあたるんだもん！　信じないとほんとに悪いことが起こるし、健ちゃんと出会えたのだって、占いのおかげだもん！」

　健一はぴくりと反応したが、真弥はそれには気づかなかった。

「おい、それはどういう意味だ？　占いで俺とつきあえって言われたから、俺とつきあってるのか？」

　健一にそんなふうに言われて、逆に腹を立てて言いかえす。

「そうだよ！　ルナール・大塚の占いどおりに、健ちゃんが現れたんだもん！」

「じゃあおまえは、俺のことが好きでつきあってるわけじゃないんだな？　そんなつもりだったのかよ？」

　健一は力任せにサイドテーブルを殴りつけると、それきり押しだまってしまった。

　真弥には健一の怒りの理由がわからず、結局二人は、それ以降の旅程を険悪なムードで通すことになった。




　──健ちゃんの馬鹿。

　自宅に戻るとすぐ、真弥は、ふたたびルナール・大塚の相談窓口にコンタクトをとった。

　すると驚くべきことに、さほど待つこともなく返事が来て、もう一度事務所を訪れるように指示された。

「彼は、あなたの運命の恋人などではありません」

　ルナール・大塚は、端整な顔をゆがめ、切迫したような口調で言った。

「むしろ、彼はあなたの運を食いつぶす相手です。すぐに別れなさい。あなたの運命の相手には、これからまもなく会うことができるでしょう。……そう、あなたの本当の運命の恋人は、通学路であなたに道をきいてきます。そこまで案内すれば、彼はあなたに囁くでしょう。君にひと目惚れした、つきあってほしい、と──」

　はたして三日後の放課後、繁華街に寄り道した真弥は、すらりとした甘い美貌の青年に声をかけられた。

「ちょっと道をききたいんだけど……」

　彼の名は天野あまの弘樹ひろき。職業はモデル。

　占いのとおりに彼から告白された真弥は、その日のうちに健一に別れを告げた。




　弘樹はなにかにつけ洗練されていて、いつも真弥のために豪華なデートコースを用意し、真弥をお姫さまかなにかのように扱った。

　健一とは正反対のそのスマートさに惹かれ、真弥はたちまち彼に気を許してしまった。

　セックス一つとっても、健一とはなにもかも違う。

　弘樹の愛撫は、技巧的で、念入りで、真弥があまりその気でないときでも、必ず真弥を絶頂に導いた。

「ねえ、目隠ししてみない？」

　毎度毎度、弘樹は演出にもこだわる。

　視界がさえぎられると、急に不安になり、それが体を敏感にさせて、かえって真弥は弘樹の愛撫に感じてしまった。

　素肌にマッサージオイルを垂らされ、淫靡な手つきで全身を撫でまわされる。

　胸から脇、腋の下から肘、手首をたどって、指のあいだまでも。ぬるぬるしたその感触は、まるでなにかの触手に撫でられているようで、快感と嫌悪感が同時に噴きだしてくる。

　見えないので、いつどこを触られるかわからない。

　乳首をこねられたかと思うと、次には股間の茂みをかきまわされ、予想できない快感に体がびくびくひきつってしまう。

「正直に声に出してごらん？　そのほうがもっと気持ちよくなれるよ？」

　言われるまま、真弥は恐るおそる声を上げてみる。

「いいよ、ステキな声だ。僕まで感じてしまう。もっと聞かせて」

　真弥は恥ずかしさとうれしさで真っ赤になった。

　運命の恋人に喜んでもらいたくて、実際に感じている以上によがってみせる。

「自分で足を広げて、自分であそこをいじってみせて」

　そんな破廉恥な要求にも応えてしまう自分に驚きながら、彼が運命の恋人だからこんな真似ができるのだと、妙に納得してしまう。

　彼の見ている前でイったあと、ヨガのような奇妙な体位で貫かれた。

　実際のところ、体はそれほど気持ちいいわけではないのだが、イケナイことをしているような背徳感が、気分を高ぶらせてくれる。

　そして耳もとで囁かれる、とどめの一言。

「君のすべてが見たい。こんなふうに思った相手は君が初めてだ。まるで僕たち、運命の恋人同士のようだね」

　一方的に別れを告げたあと、健一からはひっきりなしに電話やメールが入っていた。真弥はことごとくそれを無視した。

　通学路で待ちぶせしていた健一に、真弥は言った。

「あなたは私の運を食いつくす最悪の相手だって。もう私の前に現れないで」




　弘樹の要求は日増しにエスカレートした。

　彼の住む豪奢なマンションに呼びだされると、たとえばコスプレのメイド服が用意されていたりする。

「これ着てみせてよ。きっと君に似合うと思うんだ」

　アダルトビデオに出てきそうな、エナメル素材の黒いメイド服。下着が見えるほどの超ミニ丈で、下品なふりふりレースで飾られたエプロンがついている。

　真弥は内心げっと思ったが、運命の恋人にいやな顔を見せるわけにもいかず、ひきつった笑いを浮かべて言った。

「こんなの……私に似合うかなあ……？」

「絶対似合うよ。メイド服は男のロマンなんだ。ねえ、僕のために着るの、いやじゃないよね？」

　気が進まないながらも着替えはじめると、すぐにストップが入った。

「そうそう、ついでに下着も替えてね。今はいてるのもシンプルでかわいいけど、こっちのほうが断然似合うから」

　そう言ってさしだされたのは、総レースですけすけのビキニパンティ。

　広げてさらに真弥はひきつった。

　そのパンティは、股の部分に切れこみが入っていて、左右に開くようになっていたのだ。いわゆる秘密の小窓つき。

　気持ちを落ちつけ、半ばやけくそで着替えた真弥は、弘樹を振りかえってぎょっとした。

「ちょっと、なにそれ！」

「はい、そのままにっこり笑って」

　家庭用のビデオカメラをかまえた弘樹が、平然とした口調で答えた。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　こんなの撮らないで！」

「大丈夫、だれにも見せないから。君があんまりかわいいから、残しておきたいんだ。僕だけの宝物だよ」

「でも……」

　抗議するあいだにも、録画は続けられている。真弥は溜息をついて降参した。

「わかった。でも、ほんとにだれにも見せないでね？　約束よ？」

　それ以来、弘樹はことあるごとに真弥をビデオに撮りたがり、しまいにはセックスのさいちゅうにまで及ぶようになった。

　弘樹の甘い言葉に言いくるめられ、四肢を広げるかたちでベッドに縛りつけられる。

　いつものように念入りに愛撫をほどこし、おもむろに挿入すると、弘樹はベッドの陰に隠してあったビデオカメラを取りだした。

「ちょっと！　いくらなんでもこれはいや！　ねえ、お願い、撮らないでよ！」

「うーん、いい顔」

　弘樹は口の端を曲げて笑った。

「こういうの、なんていうか知ってる？　ハメ撮りっていうんだ。こういうビデオ好きなやつ多いんだよね」

「ねえ、冗談でしょ？　もうやめてよ、ほどいて！」

　さすがに本気になって暴れたが、手足に巻きついたロープはびくともしない。

「やだ……もうやだ……！」

　ぽろぽろと涙をこぼすと、弘樹はふいにやさしい声で言った。

「ごめんね、ちょっとのあいだだけだから、我慢して。僕もこういうの好きなんだ。君のこういうビデオ、どうしても欲しいんだよ」

　言葉に続いて、しっとりと絡みつくようなキスをされる。

　口の中を舌先でくりかえしなぞられるうちに、股間がむずむずしてきて、しぜんに体が動いてしまった。

「こういうの、けっこう好きなんだね。キスだけで、ほら、こんなに濡れてきてる」

　からかうように股間を撫でられ、真弥は声を上げて跳ねあがった。

「ここ、もう我慢できないんだろ？　ほら、どうしてほしい？　言ってみて？」

　ビデオカメラの冷たいレンズ。その向こうに見える弘樹の目は、興奮のためか異様にぎらついている。

　真弥は、突然恐怖に襲われた。

　──この人、本気なんだ！

　どんなに頼んでも、弘樹はおそらく撮影をやめてはくれない。気のすむまで真弥をおもちゃにしたあとでなければ、解放してくれるつもりはないのだ。

　絶望のあまり抵抗する気力を失った真弥は、そのあと、言われるまま表情を作り、声を上げ、長い屈辱の時間が終わるまで身悶えつづけた。




　だが、相談を受けたルナール・大塚は、真弥の話を聞いてなんでもないことのようにほほえんだ。

「今は気づいていないだけで、あなたには本当は、そうやって男性に虐げられたいという願望があるのです。それはきわめて普通で、恥ずかしいことでもなんでもありません。そのあなたの願望をかなえてくれる彼は、まさしくあなたの運命の恋人なんですよ」

　釈然としないものを感じながらも、真弥はうなずくことしかできなかった。

　──すごくいやなんだけど、占いのとおりに、ほんとは私はそういう人間なのかなあ？　もう少し我慢したら、これが気持ちよく思えてくるのかなあ？




　真弥は耐えた。

　だが、どれだけ回を重ね、どれだけ我慢しても、弘樹との行為が本当の快感につながることはなかった。

　弘樹のテクニックは抜群で、たしかにかならず絶頂まで追いあげてくれる。だが、体が達しても、心が喜びに震えることはない。

　むしろ、会うたびに弘樹のことが不気味に思えてきてしまい、触れられることさえいやだと思うようになってしまった。

　そんなある日、弘樹の高級車に乗せられた真弥は、怪しげなホテルに連れこまれた。

　部屋に一歩入ったとたん、その異様な光景に足がすくんでしまう。

　毒々しい臙脂色で統一された壁と床。天井には大きな鏡がはられ、その真下の円形ベッドには鎖と革の枷がついている。

　一方の壁には、鞭やロープや鎖が並び、キャスターつきの台の上には、避妊具とローション、それからバイブや浣腸器といった数々の道具類。

　世間知らずの真弥にも、さすがにここがＳＭプレイのために用意された部屋だということぐらいはわかった。

　青ざめてきびすを返そうとしたが、腕をつかまれ、ベッドの上に押したおされてしまう。

「やめて！　なにするの？」

「大丈夫、怖くないよ。君をもっと気持ちよくさせてあげるだけだから」

　必死の抵抗もむなしく、真弥はあっというまに裸に剥かれ、ロープで後ろ手に縛りあげられてしまった。

　さらに、菱形の模様ができるように上半身全体にロープをかけられる。

「痛い……やだ、気持ちよくなんかない……ほどいてよォ……」

　涙ながらに訴えるが、弘樹はにやにや笑っているだけだ。

　弘樹は自分も全裸になると、サイドテーブルの上にビデオカメラをセットして、真弥の上にのしかかってきた。

「いや……っ！」

「いやよいやよもなんとやら。本当は好きなくせに、いつまでもカマトトぶるなよ」

　今までやさしかった言葉遣いまでが下卑たものに変わり、真弥はぞっとした。

　いつものように執拗に愛撫されたが、嫌悪感を覚えるばかりで、もはや体はぴくりとも反応しない。

　業を煮やした弘樹に、乱暴に胸をもまれ、真弥は痛みに悲鳴を上げた。

「くそっ、それなら趣向を変えるまでだ。おい、ほどいてほしかったら、僕を楽しませてみろ」

　目の前に、立ちあがりかけた弘樹のものが突きだされる。

　これまでそんなことをさせられたこともなく、グロテスクな外見に、顔を近づけることすらできない。

「舐めろ。歯を立てるんじゃないぞ」

　むりやり唇に押しつけられ、真弥は目をつぶって顔をそむけた。

　髪をつかまれ、もう一度押しつけられる。

「そういう態度なら、それでもかまわないんだぜ？　レイプもののほうが、かえって高く売れる」

　真弥ははっと目を見開いた。

「……う、売れる？　売れるって、それ、どういうこと？」

「馬鹿だね、まさか本気にしてたのか？　自分のコレクションにするために、わざわざあんなビデオ撮るマヌケはいないよ。君、ルックスだけはいいからね、けっこう稼がせてもらったぜ」

「嘘……！　そんな──」

　叫ぼうと開いた口に、すかさずそそりたったものを突っこまれた。

　大きな手で顎をわしづかみにされ、口を閉じることができなくなる。

「ほら、舌動かせよ」

　──駄目。逃げられない。

　真弥は、涙の流れる両目を固くつぶり、おぞましさと戦いながらやっとのことで舌を動かした。

　ぶよっとした先端からいやな味の液体がにじみだし、口の中に広がる。吐きそうだ。

「く……くくっ……へたくそなのも、けっこうクるねえ……」

　言葉と同時に、口の中で肉の塊が体積を増し、真弥は思わず吐きだしてしまった。

「まあ、最初はこんなもんで許してやるぜ。これからじっくり仕込んでやるからな」

「調教が終わる前に、私にも一度味見させていただきたいですな」

　ふいに別の声が響き、浴室のドアが開いて、もう一人の人物が姿を現した。

「ル、ルナール・大塚？」

　真弥がかすれた悲鳴を上げる。

「どういうこと？　これ、どういうことなんですかっ？」

「お嬢さん、他人の言うことなど、そう鵜呑みにしちゃいけませんよ。たとえそれが占いの結果だとしてもね」

　ルナール・大塚は、はおっていたガウンを脱ぎすてると、年齢による衰えを隠せない裸体をさらして、ベッドに近づいてきた。

「疑ってもみなかった？　僕たちがグルだったなんて」

　弘樹がにやにや笑いながら説明する。

「占いオタクって、ほんと、チョロいよねえ。相談者に上玉が来ると、こちらのルナール大先生から僕に連絡が来てさ、運命の恋人だって言って近づいて、裏ビデオ撮らしてもらってるってわけ。こんなんで騙されたなんて、人に知られるの恥ずかしいもんね。結局みんな、ずっと僕たちの金づるになってくれるんだよね」

「ひどい……！　信じてたのに……！」

「騙される君たちのほうが馬鹿なんだよ」

　もう一度弘樹に顎をつかまれ、口になにか硬いものを押しこまれた。ベルトのついたボール型の猿轡だ。

「美人はなにしてもサマになるよね。ほら、見てみなよ」

　ぐいと天井に顔を向けられ、鏡に映った自分の姿が目に飛びこむ。

　みっともなく口を開け、涙でぐしゃぐしゃになった顔。体じゅうに巻きつけられたロープが肌に食いこみ、痛々しいと同時にこっけいだ。

　──健ちゃん。

　ふいに健一のことが思いだされた。

　野性的でぶっきらぼうな彼。テクニシャンというわけではなかったが、真弥のいやがることはせず、体も心も満たしてくれた彼。自分にとってもひと目惚れで、だれよりも好きだった彼。

　そう、彼のことを愛していたのに、嘘の占いなんか信じて、ひどいふりかたをしてしまった。

　──これって、きっと罰なんだ。

　二人がかりで押さえつけられながら、真弥は妙に冷めた頭で思った。

　──私は健ちゃんを裏切った。だから罰を受けなくちゃいけない。

　足を大きく開かされ、股間になにか硬いものを押しあてられた。シリコンでコーティングされたアダルトグッズ。

　しつこくいじっても出てこない蜜の代わりに、ローションが塗りつけられ、無機質な異物をじわじわと押しこまれた。

　潤いが足りず、摩擦によって内壁が悲鳴を上げる。

　どうにか根もとまで呑みこんでしまうと、カチリと音がして、かすかな振動が伝わってきた。

　振動はしだいに強くなり、ただ震えるだけでなく、くねったり抜き挿ししたりという動きも加わる。

「ウ……ッ、ウッウッ……ウッンン！」

　真弥が苦痛に体をのけぞらせると、男たちは、真弥が感じたのだと勘違いしてはやしたてた。

「これでもこんなによがるなんて、君は本当に素質がある」

「掘りだしものだな。これからまだまだ稼がせてくれそうだ」

　ルナール・大塚に背後から胸をもまれ、弘樹に股間をもてあそばれた。

　むりやり開かされた顎がきしみ、ロープの食いこんだ腕がしびれる。わしづかみにされた胸はちぎれるようで、限度を越えていじられたクリトリスはひりひりする。

　弘樹の指が、バイブを呑みこんだ入口の周囲をなぞり、後ろへ行って肛口に触れた。

「そうそう、ここも開発してあげる。今に、前より後ろに欲しくてたまらなくなるよ。君がお尻を振って、どうぞここに入れてくださいって言うの、楽しみだなあ」

　真弥は、かすかに体をこわばらせただけで、なにも反応しなかった。

　ショックと苦痛と屈辱の連続で、もうものを考える気力も残っていない。

　すべてを諦めて体の力を抜いたそのとき、出入口のドアがいきなり外から開けられ、警察官たちがなだれこんできた。




「おまえがルナール・大塚を信じきってるようすが、なんだか妙だったから、ちょっと調べてみたんだ」

　事件が一段落してから、健一が真弥に説明してくれた。

「そしたら、直接あいつの相談を受けられるのは美人ばかりだとか、あいつが裏ビデオに関わってるとか、怪しげな噂がいっぱい出てきてさ。心配になって、こっそりあとをつけてたんだよ」

　真弥がいやいやホテルに連れこまれるのを目撃した健一が、万が一を考えて警察に通報したのだ。

　ルナール・大塚と弘樹はその場で逮捕され、今やマスコミは二人の話題でもちきりだ。

「──健ちゃん、ほんとにありがとう。そして、ほんとにごめん」

　健一の胸に顔をうずめ、真弥は心の底から言った。

「まあ、俺も未練たらたらだったわけで。俺は俺でストーカーみたいだったと、あとで気づいて真っ青になったけどな」

　照れわらいする健一の唇にかすめるようなキスをして、真弥は彼の背中に腕を回し、力いっぱい抱きしめた。

　同じように抱きかえされ、荒々しく唇を奪われる。

　激しいが、決して真弥を傷つけることのないキス。荒っぽいが、決して真弥を壊すことのない愛撫。

　健一に耳もとで囁かれるだけで、真弥の全身はまたたくまに熱くなり、濡れてしまう。

「私、健ちゃんにひどいことして、健ちゃん以外の人とつきあったりしたんだよ。それでもいいの？」

「騙されてたんだから仕方がない。今はおまえ、俺のことを愛してくれてるんだろう？　俺にはそれで充分だ。愛してる、真弥」

　今さらながらに、健一がどれだけ自分を大事に思ってくれているかがわかり、真弥はうれし涙を浮かべた。

「なに泣いてんだよ、ばーか」

「ふ、ふんだ！　これはただの水よ、水！」

　乱暴なやりかたで胸をもまれ、不器用な手つきで股間を愛撫される。

　それでも、それをしているのが健一だと思っただけで、真弥は達してしまいそうなほど感じてしまう。

　そっと開かれた足のあいだに、健一の体が割りこんできて、中心に熱いものをあてがわれた。

　その熱を、体の奥深いところで受けとめながら、真弥は言った。

「私ね、あの占い雑誌、全部捨てたの。もう占いなんて見ない。その日の運勢なんてどうでもいい。だって──健ちゃんといっしょなら、悪運なんてみんな吹きとんじゃうもん。運命は、自分で切りひらくものだもんね」

　健一は黙ってやさしいキスをしてくれた。







【完】　









カレな彼女とカノジョな彼










　窓の外を、真っ青な空と緑の木々が、パノラマのように流れていく。

　バスの車窓に頬杖をついてその景色を眺めながら、奥井おくい正樹まさきは大きく溜息をついた。

『なんだよ、おまえ。俺が、おまえのこと恋愛の対象にできると思うわけ？』

　一週間前に聞いた、親友の橋本はしもと和也かずやの冷淡な声が、今も耳について離れない。

『おまえはいいヤツだと思うけどさ、俺、おまえのこと、男友だちとしてしか見れないんだよね』

　何年も好きだった相手に、意を決して告白し、玉砕した瞬間。

　──まあ、予想はしてたんだけどね。

　正樹はもういちど溜息を漏らし、窓ガラスに映った自分の顔を見つめた。

　鼻筋の通ったきりりとした顔立ち。やさしさと男らしさが同居して、いかにも女の子にモテそうだ。

　体格にも恵まれ、小学生時代に百六十センチ代を記録した身長は、大学生の現在、ジャスト百八十センチ。

　バレンタインデーには欠かさずチョコレートをもらい、今も、いっしょに乗りあわせたバスの女性客たちから、ちらちらと熱い視線を向けられている。

　──これが、ホントに見た目どおりの性別だったら、何も問題はないんだけどさ。

　そう。どこからどう見ても、自分の目からも男にしか見えないが、正樹はれっきとした女なのだ。

　だが、正樹という、一般的には男性的な名前も災いし、初対面の人はまず、正樹を男だと思いこんで疑わない。女だと知ってからも、男に対するのと同じ態度で接するのがふつうだ。

　──あーあ、あんな美女に生まれたかったなんてゼイタクは言わないから、せめてちゃんと女に見える外見が欲しかったよ。

　通路を挟んだ向こう側の座席で、同じように外を眺めている女性客を見て思う。

　同性の目から見てもどきどきするような美人だった。正樹とは逆に、男性客の視線を一身に集めている。

　腰のあたりまであるつややかなロングヘア。目鼻立ちのくっきりした顔にはばっちりフルメイクをし、Ｔシャツとデニムのロングスカートに包まれた体は、長身だがほっそりとひきしまって、じつに女らしい。

　視線に気づいたのか、ふと彼女がこちらを見た。目が合うとにっこりした。

　正樹はどういうわけか赤くなり、慌てて目をそらした。



《四泊五日国内グルメ温泉ツアー》

　正樹がこのバスツアーに参加したのは、失恋した心の傷を癒すためだった。

　おいしいものを食べて、温泉につかって、いやなことはすべて忘れる。

　大学に戻ったときには、またいつもどおり和也に声をかけ、不毛だがいい友人関係を続けるのだ。

　と、そう思っていたのだが──。

「あのう、お客さま」

　割りあてられた大部屋に入ろうとしたところを、旅館の仲居に呼びとめられた。

「失礼ですが、そちらは女性のお客さまのお部屋ですので」

「はあ、ですからここ、私の部屋なんですが」

「あの、お名前は？」

「奥井です」

　すると仲居は、合点がいったというようにぽんと手を叩いて言った。

「まあ、やっぱり！　お名前は男性なのに、性別欄が女性になっているなんて、妙だと思ったんですよ！　すぐお部屋をお取りかえいたしますから！」

「えっ？　いや、あの、私はこう見えても女性……」

　正樹は慌てて説明を試みたが、仲居はまったく聞く耳を持たない。

　部屋を替えるの替えないのと押し問答しているうちに、先に入ってくつろいでいた女性客たちまで出てきて、なんだなんだと一気に騒がしくなる。

　するとそこに新たな声が響いた。

「こんなところにいたの、正樹」

　知りあいなどいただろうかと振りむくと、そこにいたのは、同じツアー客の例の美女だった。

「やあね。あたしたち、別に個室を頼んでたの、忘れちゃった？　ほら、早く荷物持ってきて」

　それとなく目配せされ、正樹はつい反射的にうなずいてしまった。

「災難だったわね。そりゃ、かなりボーイッシュだけど、れっきとした女性なのにね。みんな、人を見る目がないんだから」

　耳打ちされて、はっと目をみはる。

「女性って……私のこと、そう見えますか？」

「もちろん」

　ひと目で女性だと見抜かれたことなど、物心ついてからほとんど初めてだ。うれしいというより、拍子抜けしてなんだか複雑な気分だった。

「あたし、藤村ふじむら学がく。ガクって呼んでね」

「ガク？」

「そう。学ぶって書いてガクと読むの。ちょっと変わってるでしょ？」

　これまた、妖艶な外見にふさわしいようなふさわしくないような、珍しい名前だ。

　大部屋の区画からはずれ、個室のひとつに案内される。

「よかったらいっしょに泊まりましょ。もっとも、狭い部屋に男とふたりきりって状況がいやでなければ、の話だけど」

「男とふたり？」

　学はからかうように小首をかしげた。

「あら、気づいてなかった？　あたし、こんな格好してるけど、男なのよね」

「は？　ええええ────っっっ？」

　ほら、と片手を取られ、学の股間に押しあてられる。

　そこには、ふにゃりと柔らかい、女性の股間にあるはずのないものが──。

「うそォォ！」

「ホントです」

　学はにこっとほほえんだ。



　その夜、心地よい違和感に目を覚ました正樹は、とんでもない状況になっているのを知って飛びおきた。

　自分の股間にだれかが顔をうずめ、ぴちゃぴちゃ音を立てながら、熱心に奉仕しているのだ。

　見覚えのあるロングヘア。

　藤村学だ。

「な、なにやってるんですかッ！」

　慌てて引きはなそうとすると、学は顔を上げ、真っ赤なルージュに彩られた唇をぺろりと舐めた。

「あら、目が覚めた？　気持ちよくしてあげるから、そのままじっとしててよ」

「ちょっと！　ちょっと待って……アッ！」

　ふたたび股間を舐められ、正樹は思わず声を上げてシーツに倒れこむ。

　独立した生き物のようにうごめく舌の、華麗なテクニックに翻弄され、不覚にも正樹はあっというまに昇りつめてしまった。

「な、な、なにするんです！」

　肩で息をし、目を涙で潤ませて抗議する。

「あなた、女には興味なかったんじゃないんですかっ？」

「あら、あたしそんなこと、ひとことも言ってないわよ？」

　学はつぶらな目をぱちくりさせた。

「やだ。こんな格好してるから、同性愛者だと思った？　あたしはただの女装マニア。性的嗜好はヘテロ（異性愛者）よ」

　言われてみれば、確かに学は、自分が同性愛者だなどとはひとことも言っていない。正樹が勝手に誤解し、それなら同室で泊まっても大丈夫だろうと判断したのだ。

「す、すみません、私てっきり──」

　弁解しようとして初めて自分の姿に気づき、正樹は絶句した。

　いつのまにか寝巻も下着も脱がされ、一糸まとわぬ全裸になっていたのだ。

「うひゃああああああっっ！」

　慌てて胸と股間を手で隠し、前かがみになって学の視線から逃れようとした。

　女らしくないみっともない体を見られたくない。小さな胸と、少し濃いめの体毛には、口では言いあらわせないほどの強いコンプレックスがある。

　だが学は、そんな正樹をむりやり起こし、両手まで引きはがして、あらわになった全身をしげしげと眺めまわした。

「隠さないでちゃんと見せてよ。あたし、正樹の体って好き。とってもきれいなんだもん」

「……きれい……？」

　正樹が恐る恐る顔を上げると、学の真剣なまなざしにぶつかった。

「きれいよ。しなやかで力強くて、すごく魅力的。あたし、正樹みたいなタイプがいちばん好みなの」

　夢のような言葉を囁かれ、正樹は抵抗を忘れてしまった。

　促されるまま布団に横たわり、黙って学の極上の愛撫を受ける。

　学は、昼間のナチュラルメイクではなく、うってかわってあでやかなメイクをしている。その下は、ほっそりしているが、紛れもなく若い男の体で、そのギャップがかえって扇情的だ。

　学の唇が這いまわったあとに、ルージュの赤い色が残る。まるでその色自体が熱を持っているように、そこを中心に体が熱くほてっていく。

　学の舌で、指で、正樹は一方的になんどもイかされた。

　文字どおり、めくるめくひととき。

　もうろうとして眠りかけた耳もとに、学が熱い息をかけて囁いてきた。

「ねえ、もし決まった彼氏がいないんなら、あたしとつきあってよ」

　正樹は、イエスともノーとも答えなかった。



　翌朝、食堂でほかのツアー客たちと合流したときには、ふたりはすっかり恋人同士として認識されていた。

　とはいえ、当然のことながら、ふたりの性別は完全に取りちがえられている。

「ハンサムな奥井さんに、きれいな藤村さんで、ホント、惚れ惚れするほどお似合いのカップルよね」

「離れた座席に座ってたから、知らない者同士かと思ったじゃないか。水くさいなあ、君たち」

　並んで朝食をとるふたりに、嫉妬と羨望の入りまじった声がかけられる。

「あら、すみません。バスの中でべたべたしてたら、目障りかと思って」

　学はいけしゃあしゃあと受けこたえしていたが、正樹は照れくさくて顔が上げられず、黙々と箸を口に運んでいた。

　昨夜の余韻が、まだ体の奥でくすぶっている。女装した若い男の肢体を思いだすと、異常なほど胸が騒いだ。

　朝食が終わると、添乗員の指示にしたがって部屋を引きはらい、ふたたびバスに乗りこむ。観光地を点々と回り、夕方にはホテルに入った。

　翌朝は早く、ロビーの一角に荷物をまとめて、当日のルートについて添乗員から説明を受けた。三日目ともなると、さすがに疲れが出てきたのだろう。みんなあくびを噛みころしながら自分の荷物を取り、のろのろとバスに乗りこんだ。

　昼を挟んで自由時間が与えられると、正樹と学は一行から離れ、ふたりだけで近所の史跡を見学に行った。

　もとは城の土台だった、崩れかかった石垣。その下をぶらぶら歩いていたそのとき、ぱらぱらと頭上から細かい土の塊が降ってきた。

　気づいて顔を上げた正樹の目に映ったのは、石垣の石のひとつが傾き、今にも落ちそうになっている光景だった。

「危ない！」

　とっさに学を突きとばし、折りかさなるようにして地面に倒れこむ。

　猛スピードで転がりおちてきた石が、今まで学のいた地面にぶつかって地響きを立て、ごろごろと二、三回転してとまった。

「うひゃー、なにごとっ？」

　学が奇声を上げ、ふたりそろって頭上を見上げた。

　変わったものはなにも見えない。雑草に覆われた石垣は、なにごともなかったように静まりかえっている。

「石が緩んでたのかしら」

　学が美しい眉をひそめて言った。

「危ないわねえ、もう。もっとしっかり管理してくれないと」

　だが、学の災難はそれだけでは終わらなかった。

　吊り橋の板が抜けて足を踏みはずしそうになる。だれかとぶつかって崖から落ちそうになる。暴走車にはねられそうになる……。

　こんな出来事が、一日のうちにたてつづけに起こったのだからたまらない。

　さすがの学も青い顔をして、ホテルに着くなり、正樹を連れて自分の部屋に駆けこんだ。

「いったいどうなってるの？　これって絶対、偶然なんかじゃないわよね？　もしかしてあたし、狙われてる？」

「そうとしか思えないよね」

　戸締まりを確認しながら正樹も同意した。

「学、なんか心あたりないの？」

　学はぷるぷると首を振った。

「全然。そりゃ、いいことばかりしてきたとは言わないけど、命を狙われるような覚えはないわ。こう見えてもあたし、けっこう誠実な人間なんだから」

　しゃべりながら、荷物の整理をしようと、スーツケースをベッドの上に放りあげて、鍵をあける。

　と、その動きがとまった。

「……なに、これ？」

　学のただならぬ様子に、その手もとをのぞきこんだ正樹も、はっと息をのむ。

　スーツケースにぎっしり詰まっているのは、衣類やトラベル用品ではなく、小さなビニール袋に小分けされた怪しげな粉末だった。

「これって、やっぱり」

「やっぱり、そうだよね」

　ふたりで顔を見合わせ、次の瞬間、学はヒステリーでも起こしたように髪を掻きむしって叫んだ。

「これのせいだったってわけね！」

　学のスーツケースと、色も形もまったく同じケース。よくよく見れば、表面の傷や汚れなど微妙に違うのだが、ぱっと見たかぎりではほとんど見分けがつかない。

「どこかで入れかわっちゃったんだね。いつからなんだろう？」

　正樹の言葉に、しばらく首をひねっていた学は、やがてあっと口を開いた。

「そうか、今朝だ！　ロビーに集合したとき、しばらく荷物、置きっぱなしだったでしょ？　入れかわったとしたら、そのときしかないわ」

　原因らしきものは判明したが、次はこれからどうしたものかという問題になる。

「ねえ、知ってる？　麻薬とかってさ、持ってるだけで罪になるんだよね」

「知ってるけど、これは不可抗力よ？　自分の意志で持ったわけじゃないのに、これで罪に問われたりしたら、冗談じゃないわ！」

「正直に言えば、警察も信じてくれるよね？」

「信じてくれなきゃ困るわよ！　──ああっ、こんなことしてる暇ない！　警察呼ばなきゃ、警察！」

　と、そのとき、ドアに控えめなノックの音が響いた。



　ふたりはごくりと喉を鳴らした。

　学が手もとの花瓶を取りあげるのを見習って、正樹も大きな置き時計を手にする。

　正樹がドアアイから覗くと、ホテルのボーイが神妙な顔をして立っているのが見えた。

「大丈夫だと思う？」

「敵の一味だというほうに五百円賭けてもいいわね」

「五百円？　みみっちいなあ、せめて千円ぐらい賭けようよ」

　冗談めかして言ってはいるが、ふたりとも声が震えている。

「いっせーの、で開けるからね」

「了解」

「いっ、せー、のっ……」

　開けるか開けないかのうちに、ボーイがさっと中に踏みこんでこようとし、正樹は反射的に置き時計を振りあげてしまった。

　声も出さずに昏倒するボーイ。

「うわわ！　ま、まさか死んだりしてないよね？」

「大丈夫、脈はあるわ」

　意外に冷静に、学はボーイの手首を持って脈を確認する。

「それで、ど、どうする？」

「警察よ、警察！」

　言われて正樹は部屋の電話を取りあげたが、なんの音も聞こえないのに気づいて、すぐに投げすてた。どうやら、どこかで線が切られているらしい。

　携帯電話でかけようとポケットを探っているうちに、いくつかの足音がこちらへ走ってくるのが聞こえた。

「敵だと思う？　味方だと思う？」

「敵！　さっさと逃げましょ！」

「荷物は？　このスーツケースは？」

「バッグだけ持って！　ケースなんか運べないわ！」

　とるものもとりあえず部屋を飛びだし、足音とは反対の方向へと走りだす。

　ロビーへ向かおうとしたが、そちらからも足音が聞こえてきたので、慌てて方向転換。

　だが、裏口から駐車場へ飛びでたところで、回りこんできた乗用車に進路を阻まれ、立ちどまらざるをえなくなった。

　運転席のドアが開き、スーツを着た壮年の男が降りてきた。

「そろそろ観念しろよ」

　ドスのきいた声で言う。

「俺たちの商品を横取りしようなんざ、いい根性してるじゃねえか、おまえら」

「……横取り？」

　学が聞きとがめてぴくりと眉を跳ねあげた。

「そんなこと考えてないわ。偶然荷物が入れかわっちゃったのよ」

「しらばっくれるなよ。俺たちが今朝、あのホテルで取引するのを、どこかから聞きつけてきたんだろう？　それで、わざわざ同じスーツケースを探してきて、こっそり交換したんじゃねえのか」

「違うってば。あたしたち、ただの旅行者だし、そんなこと全然知らなかったわ」

「でたらめ言うんじゃねえ！」

　一喝されて、ふたりはびくっと飛びあがった。

　近づいてきた男に胸倉をつかまれた瞬間、正樹は恐怖が限界まで達したあまり、夢中で足を蹴りあげてしまった。

「ふぐうっ！」

　男が悲鳴を上げ、股間を押さえてその場にうずくまる。

「やるじゃん！　さすが！」

　学に腕をとられて、わけもわからず走る。

　男の乗ってきた車の助手席に放りこまれたかと思うと、運転席に乗りこんだ学が思いきりアクセルを踏みこんでいた。

　タイヤを鳴らして駐車場を飛びだす。

「やったあ！　このまま警察へ向かうわよ！」

　だがその瞬間、パンッと渇いた音が響き、ハンドルをとられて車がきりきり舞いをした。

　銃弾が命中して、タイヤがパンクしたのだった。



「合図したら、反対方向へ逃げて。どっちかが捕まっても立ちどまっちゃだめよ。まっすぐ警察へ向かうの。ひとりでも警察にたどりつけたら、あたしたちの勝ちなんだから」

　銃を突きつけられ、降りるように促されながら、学がそっと耳打ちしてきた。

　男とはとても思えないきれいな横顔が、どんなマッチョな男よりも頼もしく見える。

　生死にかかわるこんな状況だというのに、正樹はどうしようもなくときめいてしまった。

　衝動的に学を引きよせ、唇を合わせる。

　びっくりしたように目を丸くする学に、心をこめて囁いた。

「好きだよ。……無事に逃げられたら、私とつきあってほしい」

　学は黙ってうなずき、ゆっくり車を降りた。

　いつのまにか、近くに数台の車が停められ、中から降りてきた男たちが周囲を取りかこんでいる。

　さきほど正樹に股間を蹴られた男が、銃をかまえて用心深く近寄ってきた。

　その手が学に向かって伸ばされたそのとき、学が大声で叫んだ。

「今よッ！」

　正樹は無我夢中で地面を蹴った。

　近くにいた男のひとりを体当たりで突きとばし、崩れた包囲の向こう、車の行きかう広い道路に向かってダッシュする。

　もう少しで歩道にたどりつくというとき、背後から学のかすかな悲鳴が聞こえ、正樹は思わず立ちどまってしまった。

「正樹、とまっちゃダメ！」

　倒れた学の上に男がのしかかり、その右腕をねじあげていた。数人がかりで引きおこし、髪をつかんで顔を上に向けさせる。

「こっちを見な、兄ちゃん！」

　最初の男が、せせら笑いながら学のこめかみに銃を突きつけた。

「かわいい彼女の頭を吹きとばされたくなかったら、両手を上げて、ゆっくりこっちへ戻ってくるんだ」

　従うしかなかった。

　正樹は唾を飲みこみ、言われたとおり両手を上げて、学たちの方へ足を踏みだした。

　一歩、二歩……。

　五メートルほど進んだとき、その場にはりつめていた緊張が崩れた。

　髪をつかまれていた学が急に頭を前へ倒したかと思うと、ロングヘアのフルウィッグがすっぽりはずれ、続いてしなやかな両腕が一閃した。

　左右にいた男が吹きとばされ、地面に顔から突っこむ。

　憤激して襲いかかってくる男たちの手をかいくぐり、学はひらりひらりと舞うように手足を振りまわした。

　そのたびに、男たちのだれかが、苦悶の声を上げて倒れ、あるいはうずくまる。

　正樹が呆気に取られているあいだに、学はあっさり全員を片付け、両手をはたきながら悠々と歩いてきた。

「すごい……学……」

　やっとのことで賞賛の声を漏らすと、学は照れたように笑って言った。

「こう見えてもあたし、武術全般有段者でね。喧嘩は得意なの」



　無事保護されたあと、警察でまたひと悶着あった。

「形式的なものですが、一応身体検査させてもらいますよ」

　そう言って男性の警官が近づいてくるのを、正樹は慌ててとめようとした。

「あ、ちょっと待ってください。私じつは、こう見えても女……」

　だが、正樹が言いおえる前に警官の手が正樹の胸に触れ、ありうべからざるものでも見たようにその顔がひきつった。

「む、胸がある……！」

「ですから私、女なんで……」

　時を同じくして、別の一角から、こちらは婦人警官のけたたましい悲鳴が響いてきた。

「きゃああああ！　お、おち○ちん～ッ！」

「だから言ったでしょ！　あたし、男なんだってば！」

　男にしか見えない正樹と、女にしか見えない学の噂は、あっというまに警察署内全体に広まり、事情聴取のあいだじゅうずっと、ふたりのところに見学者が出たり入ったりすることになった。



　ようやく解放され、シャワーを浴びてホテルのベッドでひと息ついていた正樹は、浴室から見知らぬ男が出てくるのを見てぎくりとした。

「だ、だれ……っ？」

「やだなあ、僕だよ、僕」

「……僕？」

「わからない？　学だってば」

　正樹は沈黙し、頭のてっぺんから爪先まで、舐めるように男の姿を眺めまわした。

　大きな目鼻立ち。すっきりした顎のライン。ウィッグがなくノーメイクなので、まったく印象が違ったが、よく見れば確かに学の顔だ。

「詐欺だ」

　最初に正樹の口を突いて出た言葉は、そのひとことだった。

「女装してなかったら、めちゃくちゃカッコいい男なんじゃん」

「お褒めいただいてありがとう」

　学はにやっと笑ったが、その笑顔も、いつもとは別人のように男らしい。

「でも、女装した僕もイイ女だろ？」

「……うん」

　正樹はすなおにうなずいた。

「今の僕と、いつもの僕と、正樹はどっちが好き？」

　こんどは、すぐには答えが出ない。

　やがて正樹は、なにかを吹っきったような顔をして言った。

「どっちも好き。だって、どっちも学だもん」

　全裸のまま近づいてきた学は、身をかがめて正樹の唇にキスを落とした。

　正樹は両手をさしのべ、学を引きよせる。

「でも、ちょっと悔しいな。学は男としても女としても最高なのに、私はあいかわらずのオトコオンナなんだもん」

「またそんなこと言う」

　学は指で正樹の鼻の頭をぴんとはじいた。

「言っただろ？　正樹はとっても魅力的だって。もっと自信持っていいんだ」

　首すじにキスをされ、バスローブの上から乳首をつねられて、正樹はびくっと体を震わせた。

　刺激されたところがじんじんして、またたくまに股間が熱くなる。

　首すじを舐められたり噛まれたりしながら、両手で胸をじっくりほぐされた。

　小ぶりの乳房を手のひらで包まれ、はじめは弱く、しだいに強くもみこまれる。そのあいだに親指の腹で乳首をこねられ、二本の指でつままれて、押しつぶすように引きのばされる。

「あ……」

　我知らず、甘い吐息が漏れた。

　うっとりする心地よさのなかに、いてもたってもいられない焦燥感が生まれ、たまらなくなって学の背中を抱きしめる。

　ほとんど体格の変わらない学の上半身は、ほっそりしていてもやはり男のものだ。しなやかな筋肉にみっしり覆われ、力強く正樹の指を押しかえしてくる。

　両足を割られ、あいだに学の腰が入りこんできた。学が緩く腰を回すと、立ちあがりかけたペニスが内ももにあたり、ビロードのようになめらかな皮膚で、正樹の敏感なところを摩擦してきた。

　足を絡め、自分の腰を前に出して強く押しつける。

　ペニスの先にクリトリスをこすられ、正樹は思わず呻き声を上げた。

　快感が強すぎて、苦痛を覚えるほどだ。

　陰唇を割りひらかれ、裏側のデリケートな皮膚を撫でられる。膣口の上にもぐにぐにと押しつけられたが、それ以上入ってこようとはしない。

　期待とじれったさとで、目の奥が熱くなった。

「どう？　気持ちいい？」

「うん……いい……すごく」

　恥ずかしくなるような問いに、すなおに答えてしまう。

　クリトリスと膣口のあいだ、尿道口の上をこすられると、とろけそうな気持ちよさで全身の力が抜けた。

　しがみつこうとしたが、腕に力が入らず、学の背中をすべってシーツの上に落ちてしまった。

　唇をふさがれ、舌で入念に口の中を愛撫される。

　舌先で上顎を撫でられると、かゆいような感覚で背すじがむずむずした。

　ペニスと舌の動きがぴたりとそろうと、ペニスの先で口の中をなぶられ、舌で股間を舐められているような錯覚に陥った。

　体じゅうがぐにゃぐにゃになってばらばらになって、形を保っていられないような気分になる。

　頭の中まで溶けて、シーツの上に流れだしてしまいそうだった。

　溶けた手をすくいあげられ、指先から肩まで、形を確かめるように撫でまわされる。学に触れられたところから、徐々に体が形を取りもどしはじめ、熱い欲望の塊となって復活した。

　学が欲しい。

　夢中で舌を絡め、抱きついて激しく腰を振りたてる。

「来て……私の中に、早く……！」

　股間をまさぐっていたペニスの先端が、狙いを定め、膣口の中心に押しいってきた。

　入口が限界まで引きのばされ、熱くて太い肉塊が、ゆっくり着実に這い進んでくる。

　横に張ったエラに押しのけられ、膣の内側が、ペニスをかたどって形を変える。

　互いの体液が混じりあって、ぬちゃぬちゃと恥ずかしい音を立てた。

　つながったところが、燃えるように熱い。

　こすられて、そこはますます熱を持ち、かゆみとも痛みともつかない感覚で、正樹を狂わせた。

「アッ、アッ、アア────ッ！」

　正樹は髪を振りたて、衝動の導くままに声を張りあげた。

　声を出していないと、苦しいほどの快感で、どうにかなってしまいそうだ。

　正樹の声にあおられたように、学の腰の動きがいっそう激しさを増す。

　突きあげられ、かきまわされ、振りまわされて、正樹の体がシーツの上で躍った。

「……たまらない……」

　耳もとで、学がかすれた声で囁く。

「もうイくよ……いい？」

　正樹は、答えの代わりに、両手両足をきつく学に絡めた。

　膣口に力をこめると、体の中で学の一部がどくんと脈打った。

「ゥウウウウ……！」

　呻き声を上げながら、学は腰を小刻みに揺すってラストスパートをかけた。

　爆弾の導線を伝わるように、快感の火花が正樹の背すじを駆けぬけ、頭の芯を爆破して粉々にする。

　あまりの衝撃に、正樹は手足をけいれんさせて気を失った──。



「お客さま、なにかお探しですか？」

　近づいてきた店員に、正樹はにっこりほほえんだ。

「ええ、彼女のものをちょっと」

　店員の視線が、正樹から隣の学へと移ると、学もにっこりほほえみかける。

「あたしに似合うもの、いくつか見繕ってくれる？」

「そうですね。こちらのワンピースなどいかがでしょう？　色違いでこういったものもございまして──」

　ふたりをふつうのカップルだと信じて疑わない店員の態度に、正樹と学は顔を見合わせてくすくす笑った。

　正樹はもう、自分が男らしく見えることを悩んだりしない。

　神さまは、正樹に似合うぴったりの彼氏をプレゼントしてくれた。

　きれいでかっこよくて、女にも男にもなれるとびきりの彼氏。

　ふたりは堂々と腕を組み、みんながころころ騙されるのを楽しみながら、ふたりにしか味わえない最高のデートを満喫するのだった。







【完】　










百鬼夜行ひゃっきやぎょう










「おいおい、冗談じゃないぜ。こいつが、派遣されてきた特別捜査官だって？」

　あからさまな侮蔑の言葉に、川端かわばた希のぞみはふっと笑みをにじませ、挑発するように若い刑事を見返した。

　軽く見られるのはいつものことだ。外見的には希は、小柄で華奢な少女にしか見えない。そんな人間が捜査官を名乗って現れても、疑うか呆れるかするのがふつうだろう。

「いや、冗談などではない。こちらが、《怪奇Ｇメン》随一の腕利き捜査官、川端希さんだ」

　上司である大野おおの警部がもったいぶって紹介すると、刑事はますます嫌悪感をあらわにして言った。

「《怪奇Ｇメン》ね。幽霊？　モンスター？　そんなものが実在するとでも？　政府は税金を無駄遣いしてるとしか思えませんね」

　この世には、科学や常識でははかれない物事が無数にある。そのなかでも、とくに凶悪な刑事事件だけを扱うために設置された秘密警察が、通称《怪奇Ｇメン》だ。

　希は一介の学生にすぎなかったが、その特殊な能力を買われ、《怪奇Ｇメン》の非常勤捜査官として活躍していた。

「腕利きだかなんだかしらないが、とにかく俺は、こいつとなんか組む気ないですから。だれかほかの奴をあたってください」

「君でなけりゃならんのだよ。捜査の指揮をとっていた宮内刑事部長は、交通事故で入院。この事件の担当で、ほかに体力のありあまっている人間といったら、君しかおらん」

「嫌です」

　刑事はそっぽを向いたが、大野警部はかまわず先を続けた。

「まあ、こんなひねくれ者ですがね、刑事としてはかなりまともな部類です。紹介しますよ、川端捜査官。早川はやかわ光晴みつはる刑事です」




　半年ほど前から、市内で奇怪な連続殺人事件が発生していた。

　被害者の性別や年齢はまちまちだったが、いずれも頭部への重い一撃で絶命し、死後、遺体の一部ないしほとんどを食いあらされていた。

　事件は、公には、殺人犯によって殺害されたのち、野犬かなにかに食べられたということで処理された。

　だが、《怪奇Ｇメン》の上層部は、これを食人鬼のしわざと断定し、事件解決のため、所轄署に希を送りこんだのだ。

「まったく馬鹿馬鹿しい！　犯人は人食い鬼だと？　食ったのが野犬でないとしても、せいぜい犯人は、狂ったカニバリズム信奉者ってとこさ」

　命令だと言いふくめられ、しぶしぶ現場に希を案内しながら、光晴はまだ文句を言いつづけていた。

　周りより頭一つ分上に出るほどの長身に、広い肩幅。腕も胸も強靭な筋肉に覆われ、希と歩いていると巨人のように見える。顔はまずくない。

「だいたい、あんたはなんだ。護身術の一つも身につけているわけじゃない、銃は撃てない。それでどうやって、凶悪事件の捜査なんかできる？」

　希は無言で笑った。

　光晴のように、思ったことをはっきり口にする男は好きだ。信用できる。

「私は通常の捜査はしないのよ」

　希は、整った顔に妖艶な笑みを浮かべて光晴を見つめた。

「確かに、武術は習ったことがないし、銃も持ったことはないけど、夜のお相手ぐらいならできるわよ？」

　そんなふうに切りかえされるとは思ってもいなかったのだろう、光晴は、鳩が豆鉄砲をくらったような顔をして立ちどまった。

「現場検証よりも、お互いのことを理解するほうが先決だと思わない？　うまい具合に、ちょうどすぐそこにラブホテルがあるけど」

「ちょっと待て！」

　光晴は顔を真っ赤にしてわめいた。

「俺は刑事だ！　淫行なんてごめんだぞ！」

「やあねえ。こう見えても私、ちゃんと成人してるのよ？　ね、いいでしょ？　あなたみたいなタイプ、けっこう好みなんだ」

「勤務中だ！」

「カタいこと言わないの」

　腕を絡めてしなだれかかると、光晴はごくりと喉を鳴らして陥落した。




　たくましい体の上に馬乗りになり、首すじから胸もとへと指をすべらせる。

　頑丈で、ちょっとやそっとでは壊れそうにない肉体。だが希は、どんなに強そうでも、人間の体がもろくはかないものだということを知っている。

　その弱さがいとおしい。

　ホテルに入ってからも、光晴は、赤くなったり青くなったりしながら、どうでもいいことを主張しつづけた。

「先にシャワーを浴びる！」

「電気は消すぞ！」

「服は自分で脱ぐ！」

　こういう状況には慣れていないのだろう。光晴は、無意味な常識や男の沽券にしがみつき、どうにかして自分が優位に立とうとやっきになった。

　だがそのもくろみも、希のひとことであっけなく粉砕される。

「まさか、私が怖いなんてことないでしょ？」

「怖くなんかあるものか！」

　こうして、光晴は鼻息荒くベッドに横たわり、希が上になるのを許すはめになった。

　愛撫されることに慣れていない体は、希の動きに、いちいち敏感に反応した。

　触れただけでぴくりと震え、たちまち股間が硬くなる。感じているのを隠そうとするあまり、かえって息が荒くなり、全身がひきつりはじめる。

「乳首、感じるんだ」

「感じてない！　──うっ」

　ぺろりと舐めると、光晴は目をむいて体を硬直させた。

　申し訳程度の小さな乳首を口に含み、舌先でしばらくもてあそぶと、ぷくりと硬くなってくる。

　歯のあいだに軽く挟むと、切ない吐息が漏れ、立ちあがったペニスが希の下腹部にあたった。

　そのなめらかな感触に、希の股間がぞくりとしてうずく。

　口で乳首を攻めながら、光晴の両腕に指をすべらせ、脇腹から腹部にかけてゆっくり撫でおろした。続いて唇を下の方へ這わせ、下腹部の豊かな茂みに顔をうずめる。

「……ッ！」

　ペニスの先端を口に含むと、光晴の膝が跳ねあがった。

　手が伸びてきて、髪をわしづかみにされる。

「よせ……ちょっと待て……！」

　制止の声を無視して、先端のくびれをなぞり、鈴口に舌先をさしこむ。

　もがく光晴の動きを適当にあしらいながら、根もとまでくわえこみ、唇に力を入れて一気にしごきあげると、悲鳴のような喘ぎ声とともに、熱いしぶきが口の中にぶちまけられた。

　残さず飲みくだし、唇を舐めながら相手の顔を覗きこむ。

「──くそったれめ」

　光晴は固く目をつぶり、肩で息をしながら罵った。

　あっけなくイかされてしまった屈辱感と、その屈辱を感じていないふりをしようとする意地とのあいだで、必死に自分を保とうとしている。

　その様子がほほえましく、希は衝動的に唇を重ねた。

「うわあ！　その口でキスなんかするな！」

　光晴は飛びおきると、精液のついた唇を手の甲でぬぐいながら、涙目になって希を睨みつけた。

「なんてアバズレだ！　捜査官なんていって、こうやって犯人の口を割らせるのか？　人食い鬼とやらにも色じかけで迫るつもりか。せいぜい、寝首をかかれないよう気をつけるんだな」

「誤解しないでよ」

　希は余裕たっぷりに反論した。

「私、気に入った相手としか寝ないわよ？　言ったでしょ、あなたは好みのタイプだって」

「俺のどこが好みのタイプなんだ」

「マッチョで、必要以上に男らしさにこだわって、きゃんきゃん吠えるところ」

「なんだと！」

　飛んできたこぶしを軽くかわして、希は逆に相手の懐に飛びこみ、抱きついてふたりいっしょに倒れこんだ。

　手足を絡めて微笑みかけると、光晴はすぐにおとなしくなった。

　早くも臨戦態勢をとりはじめたペニスを片手で包みながら、もう片手で光晴の手を引きよせる。

　乱暴に胸をもまれ、希は甘い吐息を漏らした。

　つかまれたところがしびれ、そこからなんともいえない心地よさが広がって、背すじがぞくぞくする。

　光晴の行為は直接的だった。

　足を開かれ、すでに濡れていた股間をかきまわされ、膣口に指をさしこまれた。

　骨ばった太い指に内側を探られると、それだけでイけそうだ。

　かなり荒っぽいやりかただが、痛みは感じない。

　蜜と粘膜がこねられて、くちゅくちゅと扇情的な音を立てる。

　ペニスに絡めていた指を離し、両手で光晴の体にしがみつくと、すぐに腰を重ねられ、性急に押しすすめられた。

　なめらかな皮膚をまとった硬い肉が、熟れた肉を割ってじりじりと潜りこんでくる。

　しびれるような快感に腰が震えた。膣口に力を入れて誘うようにうごめかすと、一気に押しこまれ、衝撃が頭の芯まで響いた。

　くらくらして力が抜ける。

　力任せに抜き差しされると、そのたびに反動で体が跳ねた。

　内壁をこすりたてられ、かゆみとうずきの入りまじったような快感が湧きあがる。

「あっ……いい……もっと……！」

　声を上げると、光晴の動きが激しくなり、希は恍惚に我を忘れた。

「こんどの犯人は……あなたが思っているよりも、ずっと手ごわい相手よ……」

　自らも腰を振りたてながら、希はうわごとのように言った。

「ふつうの人間の力じゃかなわない……たとえあなたでも……でも、私が守ってあげる……私があなたのこと、守ってあげるから……」

　光晴は鼻で笑った。




「ここが二つ目の犯行現場だ。被害者は二十五歳の男性。後頭部が抉れるほどの力で殴打され、内臓と右手右足が食われてなくなっていた」

　光晴の説明を聞きながら、希は五感をフルに働かせて犯人の痕跡を探った。

　ほとんど消えかかっているが、臭いがする。間違いない。人間のものとも犬猫のものとも違う、特有の体臭。

　地面に白いチョークで描かれた人の形を目でたどり、その近くに、長い毛髪が落ちているのを見つけた。

「これ、分析にまわしてみて」

　毛髪をビニール袋に入れてさしだすと、光晴は疑わしそうなまなざしを向けたが、結局黙ってポケットにしまいこんだ。

「ほかにはなにか見つかったか？」

「ないわ。ここにはもう、これ以上重要なものは残されてないみたい。次へ行きましょ」

「了解」

　いちど肌を合わせてから、光晴はむやみにつっかかってはこなくなった。

　もっともそれは、彼が希のことを認めたからというわけではない。

　あの日、ふたりは結局、日が暮れるまでホテルに留まっていた。希の性欲は尽きることがなく、光晴が音を上げてもまだ迫りつづけ、とうとう光晴は、不覚にも気を失ってしまったのだ。

　その失態が、光晴を無口にさせている。

「ねえ、ドア開けてよ」

　甘えるように言うと、光晴はむっつりと助手席のドアを開けた。希が乗りこんでから、彼としては丁寧にドアを閉め、運転席にまわってエンジンをかける。

　自分でも悪趣味だとは思うが、希は、強がっている男を顎で使うのが好きだった。

　プライドを傷つけられた男が、黙って屈辱に耐えている様子は、ひどくセクシーだ。もっといじめたくてたまらなくなる。

　すぐにもその欲望をかなえたい衝動に駆られたが、希はあえてそれを抑えた。

　この事件は長丁場になる。そのあいだ、猫が鼠をいたぶるように、小出しにしてじっくり楽しめばいい。

　希は黙って、光晴の横顔に微笑みかけた。

　光晴は黙殺した。




　新たな犠牲者が発見されたのは、週明けのことだった。

　凶行は日曜日の深夜に行われたらしい。早朝のジョギングをしていた老人が、公園の植え込みのあいだに倒れている被害者を見つけ、慌てふためいて交番に駆けこんできた。

「被害者は四十代ぐらいの女性。頭部を殴られ、内臓と両足の大腿部を食べられています。身もとはまだ判明していません」

　鑑識の報告を受けながら、希と光晴は、まだ遺体の残されている現場にたどりついた。

　遺体は、植え込みのあいだから車道に身をのりだす格好で仰向けに倒れ、あたりは血の海だった。

　希は平然と歩みより、遺体の状況をつぶさに見てとった。

　横手から殴られたのか、顔面の左半分がひしゃげて、眼球が飛びだしかかっている。衣服は乱暴に引きさかれ、内臓を奪われた腹部にはうつろな穴があき、太ももには骨が見えていた。

「あんた、よくこんなのが平気で見られるな」

　ハンカチで鼻を覆った光晴が、隣に来て、化け物でも見るような顔で言う。

　それには答えず、希は周囲をざっと検分してから言った。

「犯人は、やっぱり女性ね」

　植え込みの下に残ったつま先だけの靴跡を示し、手袋をした手で長い毛髪を拾いあげる。

「女……これが女のしわざだと？」

「女性といっても、人間じゃなくて食人鬼なんだけど」

「まだそんなこと言ってるのか」

　久しぶりに光晴が反論した。

「こないだ分析にまわした毛髪も、確かに女のものだったさ。ただ、正真正銘、人間の女のものだ。そんなすごい女がいるなんて考えたくないが、それが犯人だとしたら、おおかたゴリラみたいな奴なんだろう」

「たぶん、身長は百六十センチ前後、体重五十三キロ前後ってところね。靴のサイズは二十四センチ。銘柄はわからないけど、フランス製の強い香水を使ってるわ」

　光晴は、救いを求めるように鑑識課員の方を振りかえったが、相手が驚いたようにうなずくのを見ると、憮然として顔の向きをもとに戻した。

「それで？　犯人はどこのだれだ？　名前は？　住所は？　職業は？」

「そこまではまだわからないわ」

　光晴の不機嫌さは気にもとめず、希はにっこり笑った。

「でも犯人は、自転車でこの近くまで来てる。近所の聞き込みをすれば、きのうの夜遅く、自転車に乗った女性を見かけたという証言が得られるんじゃないかしら」

　数時間後、希の指摘したとおりの証言が得られたという報告が入ると、光晴はいきなり希の前で深々と頭を下げた。

「悪かった！　あんたに捜査なんかできるのかと言った暴言は謝る！　あんたは優秀な捜査官だ！」

　希はめんくらって目をぱちくりさせた。

「あらら……意外に素直なのね」

「俺は、自分の非を認めないのは、ポリシーとして許せないんだ！」

「そうなの？　じゃあ、食人鬼が実在しないという主張も、撤回してくれるのかしら？」

「それとこれとは別だ！　俺はそんなもの、自分の目で見るまで信じないからな！」

　いきりたつ光晴を見ながら、希は、彼に対する好感が恋情へと変わっていくのを感じた。

　本気で好きになってしまいそうだ。

　だが、自分はまだ、彼に言っていないことがある。今告白しても、自分にとっていい目が出るとはかぎらない。

　かわりに希は、光晴をホテルに誘った。




「あんた、訓練を受けたことないなんて、うそだろう？」

　希の裸身をまさぐりながら、光晴が睦言がわりに聞いてきた。

「うそじゃないわ。私、ただの学生よ」

「うそつけ。それが本当なら、どうしてあんなことがわかる？　平凡な学生が、捜査官なんかになれるわけないだろうが」

「学生だけど、平凡じゃあないのよ」

　乳首を吸われ、じわじわとこみあげる快感に身をくねらせながら、希は答える。

「持って生まれた特殊能力とでもいえばいいかな？　まあ、人より鼻がきくってわけ」

「鼻がきくって、犬じゃあるまいし」

　光晴は眉をしかめ、希の乳房を舐めながら言った。

「まあ、人食い鬼が実在するなんて話よりは、あんたが本当は犬だったって話のほうが信憑性はあるけどな」

「私は犬じゃないけど、食人鬼は本当にいるのよ」

　希は光晴を抱きよせ、首すじに歯を立てて言った。

「彼らは、人間に紛れて、確かに存在しているの。ふだんは人間とまったく見分けがつかない。科学的にもまったく違いはない。彼らのほとんどは、自分の正体も知らず、一度も人肉を口にしないまま一生を終えるわ。でも、一度血の味を覚えた者は……飢えて、とどまるところをしらなくなってしまう」

「だからそれは、思いこみによるカニバリズムじゃないのか？」

　光晴は希の足を広げ、腰を持ちあげて、自分の顔の前にくるようにした。

　足の付け根に細かいキスを降らせ、下腹部の草むらの縁を舌でなぞる。

　くすぐったいような気持ちよさに、希は体をよじり、続きをせがんで腰を突きだした。

　草むらを舌でかきわけられ、割れ目にそってくりかえし舐められる。クリトリスをかすめられると、電撃のような衝撃を感じて、びくっと体が跳ねた。

「あっ……やだ」

　クリトリスを口に含まれ、舌先で転がすようにこねられる。その強烈な感覚は、快感を通りこしてもはや苦痛だ。

　逃れようと腰をひねったが、光晴は放すまいとがっちり太ももにしがみついている。

「ちょっとやめて……強すぎて苦しい……」

「この程度でもう降参か？」

　光晴が勝ちほこったように言った。

「この前のお返しだ。たっぷりかわいがってやる」

「馬鹿っ、なに考えてるのよっ」

　希は呆れて声を上げたが、必要以上には抵抗しなかった。

　たまにはこんなシチュエーションもいい。

　光晴を傷つけないように加減しながら、手足をばたつかせてもがいてみせる。

　興奮した光晴が、舌でクリトリスをいじりながら、膣口に指を入れてきた。

　節のある指でかきまわされると、ときどき意外な場所を刺激され、噴きあげるような快感にいてもたってもいられなくなる。

「あっ……あ、はう……っ！」

　クリトリスに歯を立てられ、暴力的な快感に背中がそりかえる。

　クリトリスの鋭い快感と、内側からこみあげる緩慢な快感とが絡みあい、大きなうねりとなって全身を駆けめぐった。

　光晴の口がクリトリスから離れ、かわりに指先でそっとつままれた。と、離れていった唇が足の付け根を伝い、さらに後ろへと進攻を続ける。

　肛口を舐められて、希は飛びあがった。

　なんともいいようのない気持ちよさと、恥ずかしさとで、顔がかっと赤くなる。

「この変態刑事！」

「人のこと言えないだろう、この淫乱娘が」

　本気で暴れだしそうになるのを必死にこらえながら、希はこの破廉恥な行為に耐えた。

　光晴の前になにもかもさらけだして、いちばん見られたくないところを舌でいたずらされている。

　恥ずかしくてたまらないが、同時に気持ちよさも格別だった。

　唾液で濡れた部分が空気に触れ、蒸発とともにむずがゆさが押しよせてくるところを、また舐められる。

　つつかれ、こすられ、くりかえし刺激されるうちに、繊細なひだのあいだに唾液がしみとおり、固くすぼまっていた肛口がやわらかくほぐれだす。

　そこに舌先が潜りこんできて、中をかきまわしはじめると、もう我慢できなかった。

「あっ、やだっ、あっ、あん、いい……っ」

　自分でも赤面するような声を上げながら、腰を振ってさらなる刺激を求めてしまう。

　クリトリスを撫でられ、膣の内壁をこすられ、肛口をなぞられる。三か所に同時に与えられる刺激は、もはや気持ちいいどころではない。

　思わず光晴の頭を両足で締めつけてしまい、慌てて力を緩めると、希は自分の股間に手を伸ばして光晴を遮った。

「も、駄目……早く入れて……っ！」

　こんどは光晴もじらさなかった。

　希の腰を高い位置で固定したまま、上から下へと掘りさげるように突きいれる。

　膣口を押しひろげて入ってきた肉に、内側をすきまなく満たされて、希は心と体の両方で歓喜の声を上げた。

　深く貫かれ、すぐにぎりぎりまで引きぬかれる。

　小刻みに抜き差しされ、内壁を抉るように回される。

　つながったところが激しく脈打ち、熱と快感が波紋のように広がった。

　頭の芯がきりきりと絞られる。

　絶頂の嵐は、弓から放たれた矢のように、まっすぐ希を貫いた。




　三日とあけず、また次の犠牲者が出た。

　壮年の男性で、頭部を殴られてはおらず、喉笛を噛みちぎられ、内臓を食いあらされていた。

「犯行の状況が目に見えるようね」

　希は光晴に流し目をくれていった。

「熱いキスをしながら、すきをみて喉をがぶり。噴きだす血潮にまみれながら、湯気の立つ臓物をがつがつ」

「誘うような顔して、そういうスプラッタなことを言うな」

　嫌悪感をあらわにする光晴を眺めて楽しみながら、希は言葉を続けた。

「犯行から犯行までの間隔が短くなってきてる。犯人はしだいに抑制がきかなくなっているのよ。早く捕まえないと、どんどん犠牲者がふえてしまう。……捜査の範囲を、隣接の市町村にまで広げたほうがいいと思うわ」

「隣の市まで？　だが犯人は、自転車で行動してる。とても、短時間のあいだに、人を殺して食って逃走することは──」

「ふつうの人間ならね」

　希はまじめな顔で光晴を見つめた。

「食人鬼だと信じなくてもいいわ。でも相手は、一撃で頭蓋骨を粉砕するような化け物なのよ。競輪選手なみの脚力は持っていてもおかしくないでしょ」

　光晴はごくりと唾を飲みこんだ。

「わかった。すぐ手配しよう」

　希の考えは見当はずれではなかった。

　それから一時間とたたないうちに、隣の市内で、犯行現場から採取されたものと同一の自転車のタイヤ跡が見つかり、そのあたり一帯に、奇妙な幽霊の噂が広まっていることがわかった。

　それは自転車に乗った女の幽霊で、真夜中にひとりで歩いていると、真っ赤なワンピースをはためかせて追いかけてくるという。

「ビンゴだな！」

　捜査本部は急に活気づいた。ただちに近辺の聞き込み調査が行われ、有力な容疑者が浮かびあがった。

　浜口はまぐち明子あきこ、二十三歳。地元の中堅企業に勤めるＯＬで、前科はなし。最近急に情緒不安定になったという噂があり、通勤に自転車を使っている。




　その晩、逮捕状を持って刑事たちが明子の自宅へ向かったという話を聞いて、希はさっと顔色を変えた。

「本当ですか、警部？　早川刑事も？」

「ああ、もちろんそうだ」

「いけないわ！　すぐに連絡して、私が着くまで行動に移らないよう言ってください！　食人鬼をあなどったら危険です！」

　希はすぐに、パトカーを要請して現場へ急行したが、到着したときには悪い予感は現実のものとなっていた。

　アパートの前に、血まみれになった刑事が数人、折りかさなるように倒れていた。

「早川刑事！」

　希は、全身の血が引くのを感じながら、その修羅場に駆けよった。

　倒れているひとりひとりを抱きおこし、顔と容態を確認していく。

　三人が事切れ、四人はまだ息があった。光晴はいなかった。

「早川刑事は？　犯人はどこ？」

　息のあるひとりに問いかけると、光晴は逃走した犯人を単独で追いかけていったという答えが返ってきた。

「馬鹿なことを！」

　希はすっくと立ちあがった。

　あたりにはまだ、食人鬼の臭いがふんぷんとたちこめている。追跡するのは容易だ。

　警察官たちの驚きの声をあとに、希は超人的なスピードで走りだした。




　幸い、光晴にはじき追いつくことができた。

　息を切らして道端にへたりこんでいた光晴は、近づいて声をかけるまで希に気がつかなかった。

「あんた、どうしてここに……」

「警部に聞いて、慌てて飛んできたのよ。なんで私を連れていってくれなかったの」

「相手は凶悪な殺人犯だ。女子どもの出る幕じゃない」

「それで敵をあなどって、死傷者を出したってわけね」

「だって、信じられるか？」

　光晴は怒ったように言いかえした。

「相手は、見るからにかよわそうな女だったんだ！　まさか、あんな化け物だなんて……！　大の男を雑草かなにかのようになぎはらって、自転車をバイクみたいなスピードでぶっとばしていきやがった！」

「今ならまだ追いつけるわ」

　希は鼻をひくつかせながら言った。

「なんだって？」

「犯人を追いつめられるけど、どうする？」

「もちろん行くとも！　だけど、なんでそんなことがわかる？　応援は？」

「行ったでしょ、私は鼻がきくって。応援はいらない。あなたも手出しはしないで。私に全部任せて」

　光晴はなにか言おうとしたが、希のただならない様子に圧倒されて口を閉じた。

　明子のアパートに戻ると、警察官たちにあとの処理を任せて、ふたりで光晴の車に乗りこむ。

「あっちよ」

　希の指示する方角へ向かって、光晴は車を発進させた。




　ふたりが追いついたとき、明子は自転車を乗りすてて、取り壊し中のビルの中に入っていこうとしているところだった。

　月が晧々と照る真夜中。市街地からはずれたこの場所に、あえて近寄ろうとする者はだれもいない。

「待て！」

　すぐに追いかけようとする光晴を、希は背広の裾をつかんで引きとめた。

「焦ったら危険よ。黙って私の後ろについてきて」

「おい、なにを馬鹿なことを。あんたこそ、後ろにさがってろ」

「言うとおりにして」

　どちらが先に行くの行かないのともめているうちに、背後でかさりと物音がし、ふたりははっと振りかえった。

「お勤めごくろうさま」

　明子は、ほっそりして、気弱そうな顔をした女だった。頬にもパンツスーツにも鮮血が飛びちっているが、それがなければ、どこにでもいる平凡なＯＬに見えただろう。

　光晴は前に出て、希をかばうような位置に立った。それに気づいて希はさらに前に出ようとしたが、明子が口を開いたのでそのまま動きをとめた。

「こんどの刑事さんは、若くておいしそうね。飛んで火に入るなんとやら。さっきはゆっくり食事をする暇もなかったから、遠慮なくごちそうになるとしましょうか」

「勝手なことを言うな！」

　光晴は吼えた。

「よくも、俺の仲間を殺しやがって！　きさまを逮捕する！」

　明子は顔を伏せておかしそうに笑った。

　だが、その顔がふたたび上げられたとき、光晴は思わず声を上げてしまった。

　瞳孔の開ききった目。かっと裂けた口。四本の鋭い牙。額から突きだした二本の角。

　明子の顔は、まるで般若の面のように変貌していた。

　鋭い爪が振りあげられ、とっさに希をかばった光晴は、肩に重い一撃を受けて吹きとばされた。

　痛みを感じるより先に、体が動かない。

　明子がふたたび手を上げるのを見て、光晴は覚悟して目をつぶった。

　だが次の一撃は、いつまで待ってもやってこなかった。

「グ……ウウ……おまえぇぇ……！」

　かわりに、鬼女の恐ろしい呻き声が響く。

　恐る恐る目を開けた光晴は、信じがたい光景を見て目をみはった。

　希が鬼女の喉首をつかみ、片手で楽々と宙吊りにしていたのだ。

　希は余裕の笑みを浮かべて言った。

「私の男に傷を負わせるなんて、百年早いわよ」

　言いざま、指先にぐっと力をこめる。

　骨のひしゃげる嫌な音がして、鬼女はあっけなく絶命した。

「あ、あ、あんた……」

　驚きで口もきけない光晴にゆっくり近寄ると、希は傷の具合を調べながら、あやすように言った。

「ほら、食人鬼は実在したでしょう？　そしてね、鬼は、彼らだけじゃない。異なった種族なのか、隔世遺伝なのか、《鬼》と呼ばれる超人的な者たちは、ほかにもまだたくさんいるの。私もそのひとり」

　希は、期待と不安のこもった目で、じっと光晴を見つめた。

　この男は、はたして自分を受けいれてくれるだろうか……。

　かよわいくせに、精いっぱい虚勢をはって、自分のために血を流してくれたいとしい男。

「私が怖い？」

「ああ、怖いとも」

　光晴は震えながら、正直に答えた。

「……だけど、強い女は嫌いじゃない」

　ふいに抱きよせられ、乱暴なキスをされて、希は不覚にも涙がこみあげるのを感じた。

　嗚咽を隠すように、希は光晴を抱きしめて情熱的なキスを返した。







【完】　









カレイドスコープ









　猛々しい肉塊が、狭い入口をこじあけ、じわじわと押しいってくる。

　押しひろげられ、こすりあげられる感覚がたまらない。

　桜庭さくらば依子よりこは、声にならない嬌声を上げ、夢中で彼の背中にしがみついた。

　応えるように強く抱きしめられ、腰の大きな動きで内側を深く抉られる。

「ア……ッ、ウ……！」

　こんどは依子の喉から、呻き声のような音が漏れた。

　激しく突きたてられ、痛みと紙一重のしびれが、一瞬のうちに背すじを駆けのぼる。頭の芯を一撃され、目の前に火花が散る。

　下腹部の奥でくすぶっていたうずきが、一気に爆発し、めくるめく快感となって意識をさらう。

　その瞬間、輪郭のぼやけた幻覚が依子を襲った。

　──ぽつぽつと降りはじめる雨。慌てて開けられるベランダのサッシ窓。しなやかな男の腕が伸び、干してあったシーツを急いで取りこみにかかる──

　ありふれた光景だが、ただの幻覚ではなかった。

　何時間前か、何日前か、じっさいに起こったはずの光景。おそらく、今、依子の背に触れているシーツの、過去にあった出来事。

　依子は、触れたものの過去をかいまみることのできる特殊能力を持っていた。

　人や動物、あるいはただの物など、対象は選ばない。ただし、自分の思いどおりに能力を発揮できるわけではなく、いつ、どこで、何について、いつごろの過去を見ることになるのかは、まったくわからなかった。

　見る内容も、たいていは、依子にとって無意味なことばかり。ほとんど役に立つことがない。

　今もそうだ。

　依子は、今自分を抱きしめている、この男のことが知りたかった。

　彼を愛しはじめている。同時に、彼を疑っている。

　彼の本心が知りたい。

　彼の過去の、ある一時期を知りたい。

　だが、いくら彼に触れつづけても、見えないときは何も見えないのだ。

　はがゆかった。

　はがゆさが、依子の体をかえって高ぶらせているのかもしれない。

　彼の腕の中で、依子は熱い体をもてあまし、甘い声を上げて続きをせがんだ。

「ああ……もっと、ミサ──」



　親友の楠木くすのき真里亜まりあが失踪したと知ったのは、夏休みに入ってまもなくのことだった。

「もう三日も連絡がないの。携帯もつながらなくて。よく外泊はする子だけど、いつもなら、翌日には電話をくれていたのに」

　真里亜の母親からの、狼狽した電話。

　依子はすぐ、友人知人に片端から問いあわせたが、真里亜の消息を知る者はだれもいなかった。

　依子自身、真里亜とはここ数日連絡がとれずにいたが、そんなことは日常茶飯事だったので、あまり気にとめていなかったのだ。

　真里亜は、華やかな外見にふさわしく、性格も奔放で遊び人だった。とくに異性関係は派手で、ナンパしてきたサラリーマンと寝ただの小遣いをもらっただの、学校でも公言してはばかることがなかった。

　対する依子は、ルックスはまずくないが、奇妙な能力を隠しておきたいという気持ちから、万事に控えめで、どこにいてもあまり目立たない存在だった。

　正反対ともいえるふたりが親しくなったのは、互いの中に同じ孤独な魂を感じとったためかもしれない。

　真里亜は、自分の外見に惑わされず、心から自分を愛してくれる王子さまを求めていた。

「それじゃ、やっぱりまだ何も連絡はないんですか」

「ええ、警察にも捜索願を出したんだけど、こうしているあいだにも、あの子の身に何かあったらと思うと……」

　真里亜が失踪して四日目、依子は、真里亜の母親に請われて彼女の自宅を訪問した。

「あの子といちばん仲がいいのは、依子ちゃん、あなたでしょ。何か気がついたことがあったら教えてちょうだい」

　そう言われて入った真里亜の部屋は、以前訪れたときとほとんど変わっていないように見えた。

　そこそこ片づいているが、読みかけの本が机の上に伏せてあったりして、真里亜がすぐにでも戻ってきそうな雰囲気を漂わせている。

　長期旅行や、最悪、自殺などを考えていたとすれば、もう少し徹底して片づけをしていきそうなものだ。

　依子は部屋の中を見回しながら、なにげなく机の上に手を置いた。

　──背の高い男の後姿。真里亜が彼に向かって呼びかける。「ミサ！」──

　一瞬の、だが強烈な幻だった。

　机に置いた手のひらに、硬い感触があった。手をどけると、安物のライターが現れた。側面に、店名らしい《イフリート》というロゴと、電話番号が刷りこまれている。

　依子は、真里亜の母親に見とがめられないよう、ポケットにそっとそのライターを忍ばせた。



「ハーイ。カノジョ、ひとりぃ？」

「ねえねえ、俺たちといいことしようよ」

「ここ、初めてなんだろ？　俺たちが手とり足とり案内してあげるよォ」

　店に入ったか入らないかのうちに、依子はガラの悪い男たちに囲まれてしまった。

　クラブ《イフリート》。電話で場所をきき、迷いながら訪れたその店は、繁華街から少しはずれた地下にあった。

　中は暗く、暴力的な音楽と妖しい照明、人々の熱気と喧騒で満たされている。

「あの、すみません、中で待ちあわせしてるので……」

「そんなウソついても駄目駄目。ほら、こっち来なってば」

「いや……やめてくださいっ」

「何がイヤなんだよ。ぐちゃぐちゃ言ってねえで、さっさと来りゃいいんだよ」

「おら、おとなしくしろ」

　最初は柔らかかった男たちの態度が、急に強硬になり、緊張が走る。

　と、そのとき──

「あっ、ノリコちゃん、そんなとこにいたの？　早く早く、みんなもう待ってるんだよ！」

　通りかかった長身の青年にぐいと手を引かれ、わけもわからないまま男たちの包囲から連れだされた。

「えっ、あの、私、ノリコって子じゃ……」

「シーッ、ここは僕に任せて」

　青年は、依子をカウンターの方へ導きながら、ウインクして囁いた。

「君ひとり？　けっこう物騒な客も多いから、気をつけたほうがいいよ」

　青年は、依子が絡まれているのを見かねて助けてくれたのだ。

　改めて見ると、彼は制服らしい黒いスーツを着ていた。客ではなく、このクラブの従業員なのだろう。黒髪をきちんと撫でつけ、笑うと白い歯の覗く好青年だ。

「あのっ、どうもありがとうございます！　私、桜庭依子と申します」

「そんな、お礼なんていらないよ。僕は相原あいはら、ここでバーテンをして──わっ！」

「きゃあっ！」

　ふいに飛びでてきただれかにぶつかられ、依子と青年は、そのだれかもろともその場に倒れてしまった。

　──悲鳴を上げる真里亜の顔。飛びちる鮮血。ベッドに縛りつけられた全裸の真里亜。真里亜の唇が動いて言葉をかたちづくる。「お願い、やめて、ミサ！」──

　倒れたまま、依子はしばらく動けなかった。

　だれかに腕をつかまれ、助けおこされて、服についた埃をはたかれるのを感じた。

「すみません、大丈夫ですか？」

　耳に心地よいテノール。

　依子はようやく、自分を起こしてくれた相手に目を向けた。

　背の高いすらりとした体。脱色された短い髪。耳たぶにいくつものピアス。ハーフのように彫りの深い顔立ちで、どきりとするほどの美男子だ。

「──ミサ？」

　思わず口にすると、相手は驚いたように目を見開いた。

「俺のこと、知ってるの？」

　バーテンの相原に促されて、依子はミサと並んでカウンター席についた。

　依子ははじめ、ショックと警戒心とで口をつぐんでいた。

　今しがた見た鮮烈な幻覚。彼とぶつかったとたんに見えたということは、真里亜が関係していたミサと、隣にいるミサとは、同一人物に違いない。ということは、このミサが、真里亜を──。

　恐ろしかったが、直接尋ねてみるしか方法はなかった。

　このまま逃げ帰ってしまっては、ここに来た意味がない。真里亜がどうなったのか調べなくては。もしまだ生きているなら、なんとかして助けなくては。

　今なら、ミサとふたりきりというわけではない。カウンターの中で相原が聞いていると思うと、勇気が出た。

「楠木真里亜、ってご存じですか？　真里亜、行方不明なんです。このクラブに来るミサって男の人とつきあいがあったらしい、ってことだけはわかったんですけど」

　反応をうかがいながらきくと、ミサは屈託なくうなずいた。

「名字は知らないけど、真里亜って子なら知ってる。ぱっと見、目立つ感じの子だろ？」

　ミサは、フルネームを須藤すどう操みさおといった。

　《イフリート》に出入りするうちに真里亜と知りあい、一週間ほど前に思いきって告白したところ、翌日返事をするとの約束をもらった。ところが、翌日、真里亜は現れなかったという。

「俺、てっきり振られたんだと思ってた。それ以来顔を見ないけど、避けられてるんだと思って……」

「そういえば、そんな美人がいたなあ」

　バーテンの相原が口を挟んだ。

「やっと思いだしたよ。でもやっぱり、ここ一週間ばかり、うちには来てないと思う」



　数日後、依子がふたたび《イフリート》を訪ねると、操がカウンター席から手招きしてきた。

「真里亜、まだ見つからないの？」

　依子は黙ってうなずき、操の隣に腰かけた。

　今日ここへ来たのは、操に近づいて、真里亜の行方を探りだすためだった。

　過去の光景が見えるなど、だれにも言うことはできない。言っても信じてもらえない。だから、ひとりで何とかするしかないのだ。

「真里亜、ここにはしょっちゅう来ていたんですか？」

「ほとんど毎日のように来てたね」

「このお店、真里亜のお気に入りだったのね」

「店っていうより、気になる人がいるって言ってたよ。俺は、てっきり自分のことかと思って、勝手に浮かれてたわけだけど」

　真里亜のことを話しながら、操と親しくなるよう努める。

　何日か《イフリート》に通ううちに、操の視線が変化してくる手ごたえがあった。

　とうとうある日、帰りがけに、店の外で操からキスを求められた。

　内心、不安でいっぱいだった。相手は、真里亜に暴行を加えた人間なのだ。ふたりきりになれば、何をされるかわからない。

　ただ、依子と操がいっしょにいるところは、大勢の人に目撃されている。依子に何かあれば、間違いなく操が疑われる。操も、急には馬鹿な行動に出ないだろうと思われた。

　誘われるまま、近くのこぎれいなホテルに入る。

　やさしく抱きしめられ、そっと長いキスをされた。

　緊張のあまり何も感じない。

「大丈夫。やさしくするから、もっとリラックスして」

　甘い声で囁かれ、体の力が抜けた。

　唇をついばむように吸われ、舌先でこじあけられ、歯列をゆっくり舐められる。開いた歯のあいだから、舌が侵入してきて、隅々まで口の中を探られる。

　舌を吸われ、軽く歯を立てられると、じんじんして頭がぼうっとなった。

　ベッドに横たえられ、ブラウスのボタンをはずされる。ブラジャーの上から胸を噛まれた。続いて手のひらで覆われ、じわじわともみしだかれる。

「あ……」

　とろけるような鈍い痛み。むずがゆい心地よさが湧きあがってきて、下腹部のあたりがほてりはじめる。

　ブラウスの前をはだけられ、脇腹を直接指でなぞられると、くすぐったさとも気持ちよさともつかない感覚に、体がびくびく震えた。

　ミニスカートの下に手が潜りこんできて、下着ごしに股間をまさぐられた。

　思わず足を閉じて体を硬くすると、なだめるように太ももを撫でられ、内ももに手をかけてふたたび割りひらかれてしまう。

「いや……恥ずかしい……」

　抗議する口を、唇でふさがれる。

　開いた足のあいだに、操の腰が割りこんできて、思うように動けなくなった。

　下着の上から、恥骨のあたりを撫でられ、クリトリスをつつかれる。

　びくっとして、両足で操の腰を締めつけた。

　操の指が動くたびに、ぞくぞくして体が熱くなる。クリトリスが熱を帯びて脈打ち、心臓の鼓動とひとつになって、頭に響いてくる。

　じわりと潤ったところを、いじわるな指でなぞられた。下着が濡れるのがわかり、恥ずかしさで顔が真っ赤になった。

　布ごしに割れ目を開かれ、ゆっくりもまれると、濡れた布地がくちゃくちゃと卑猥な音を立てた。

「いや……いや……」

　快感と恥ずかしさで、半泣きになりながら首を振る。

「君って、いじめたくなるタイプだよな。そんな顔をされると、もっとひどいことをしてみたくなる」

　操に言われ、依子はびくっと体を硬直させた。

「ウソだよ、ウソ。そんなことしない。うんとやさしくしてあげる」

　操は、あやすように依子のまぶたにキスを落とすと、体をずらして巧みに依子の下着をはぎとった。

　あらわになった素肌にじかに触れ、さらに顔を近づけてそこにキスをする。

「……ッ！」

　強烈で繊細な刺激に、依子は声もなくのけぞった。

　熱い柔らかなものがひだを押しわけ、内側の敏感なところを攻めてくる。

　血液が逆流するような感じがし、一気に蜜が溢れだした。体の奥で熱が荒れくるい、出口を求めて暴れまわる。

　息が苦しくなり、耳鳴りがした。

　全身を小刻みな震えが襲う。

　あと少しでイけそうだと思ったとき、だが操は口を離し、ジーパンの前を開けて腰を重ねてきた。

　高ぶった硬いものが股間に押しあてられる。

　充分潤っていたせいで、それほど抵抗はなかった。

　入口を限界まで広げながら、熱い塊が蛇のように潜りこんできた。

　少し進んではとまり、また少し進んでは休み、とうとう根もとまですっぽり収まると、操は大きく息をついて依子を見つめてきた。

「依子ちゃん、かわいいよ」

　整った顔に浮かぶ、恍惚とした表情。

　その瞳は欲望に濡れ、依子のことが好きでたまらないというように輝いている。

　──本当に？

　依子は操の目を見つめかえし、それから、妙な期待はするなと自分に言いきかせて、目を閉じた。

　操の腰が動きはじめ、ゆっくりと突きあげられる。

　こすられたところから、うずくような快感が湧きあがり、背骨を伝って全身に広がった。

　じっとしていられなくなり、夢中で腰を振ってしまう。

　操が回転させるように腰を動かしてくると、違う角度から刺激されて、予想もしなかった快感が次々に押しよせてきた。

　広い背中にしがみつき、依子は自分からキスを求めた。

「もっと……もっと激しく……」

　思わず口に出してねだると、腰を抱えあげられ、深く強く突きたてられた。

　苦痛に呻くまもなく、こんどは小刻みに激しく抜き差しされる。

　全身が揺さぶられ、突きあげてくる快感にめまいがする。

　操がラストスパートをかけてきた直後、依子は目の前が真っ白になって何もわからなくなった。



　それ以来、依子と操は、恋人同士のようにつきあいはじめた。

　操は依子にぞっこんのように見えた。依子を見つけただけで、端整な顔をうれしそうにくしゃっと崩す。依子より年上なのに、ふたりだけのときは子どものように甘えてくる。

　親しくなると、操は自分のことをよくしゃべった。昼間は電気工事の仕事をしていること。ひとり暮らしで、父親と妹が田舎にいること。母親は数年前に事故死していること。これまでに二人の女の子とつきあい、どちらとも、自分が振られるかたちで別れたこと。

　操は天真爛漫で、いっしょにいると気持ちがなごんだ。依子は、自分が操に急速に惹かれていくのを感じていた。

　本当に、この操が、真里亜をあんな目にあわせたのだろうか？

　だが、自分が見た過去の幻覚は、わかっているかぎり、これまではずれたことがない。じつは操は、無邪気な仮面の下に、凶悪な殺戮者の素顔を隠しているのかもしれない。

　操の内ももには、小さな丸いケロイド状の傷跡がいくつもあった。

「煙草の跡」

　尋ねると、操は苦笑を浮かべて答えた。

「おフクロにやられたのさ。俺ってば、幼児虐待されてたわけ」

　操と抱きあいながら、依子は何度も彼の過去を幻視した。だがそれらは、いずれも他愛のないもので、真里亜に関係するものは何もなかった。

「依子はさ、俺が真里亜の失踪に関わってると思ってるんだろ？」

　依子の心を見透かしたように、操が言った。

「誓って、俺じゃないよ。って、口で言うだけじゃ信じてくれないだろうからさ、俺、協力するよ。ふたりで真里亜を探そう」

　その言葉に、嘘があるとは思えない。

　依子の心は揺れた。

　彼を信じたい。だが、あの恐ろしい幻覚を見なかったことにはできない。



　その日、《イフリート》で待ちあわせをしていた依子は、操が来るまでの時間つぶしに、カウンター席で相原と談笑していた。

「彼とはうまくいってるみたいじゃん？」

　巧みにシェーカーを振りながら、相原がひやかすように言う。

「うーん、でもいまひとつ、彼の気持ちが読めないのよね。彼って、見た目どおりの人なのかなあ？」

　職業がら、自分よりずっと人を見る目はあるだろう。そう思って、依子はさりげなく相原の意見を求めた。

「見た目どおり？　さあねえ、人間はだれでも、いくつかの顔を使いわけてるものだから」

「使いわけてるって？」

「ほら、たとえば、仕事用の顔って、プライベートの顔とは違うじゃん？　依子ちゃん、彼が仕事してるときの顔、見たことある？」

「ない～」

「彼だってさ、依子ちゃんが学校にいるときの顔って知らないわけだろ？　お互い、知らない顔ってのはいっぱいあるもんなんだよ」

「そっか。言われてみればそうだよね」

「どんなにがんばったって、全部知ることはできないんだから、目の前の顔を信じるしかないと思うよ」

　相原の言葉が重くのしかかる。肉眼に映るものだけを信じることができれば、どんなに楽か……。

「あっ、ミサぁ！」

　かんだかい歓声に、依子ははっと我に返って、あたりをきょろきょろ見回した。

　出入口の方で、ＯＬふうの女がこちらに向かって手を振っているが、その線上に操の姿は見当たらない。

　ふしぎに思っていると、ＯＬはつかつかとカウンターに寄ってきて、相原に向かって甘い声を出した。

「お久しぶりぃ、ミサ。元気してたぁ？」

　──ミサ？

　依子がきょとんとして相原の方を見ると、彼はちょっと気まずそうな顔をして説明した。

「僕の下の名前、美敏みさと。女の子みたいでヤだからさ、あんまり教えないんだけど」

　依子が懸命に頭を働かせようとしているあいだに、ＯＬはカウンターごしに相原にしなだれかかって、これ見よがしにディープキスをしはじめた。

　──ミサがもうひとり……！

　依子は、初めて《イフリート》を訪れた日、どういう状況であの幻覚を見たのか、もう一度思いだしてみた。

　相原と話しているところに、操がぶつかってきて、三人いっしょに倒れた。そのとたん幻覚を見たのだ。そのとき依子は、操にも触れていたが、相原にも触れていた……！

　──まさか!?

　依子は相原の顔をまじまじと見つめた。

　相原は、ＯＬの腕を振りほどき、唇についた口紅をぬぐいながら、依子に向かって愛想笑いを浮かべた。

「悪いね。この人、いっつもこんなノリでさ」

　ライターから幻視した男の姿は、後姿だけ。だが長身だということはわかった。操も背が高いが、相原も同じくらい高い。体つきも似ている。

　依子はなにげないふうを装いながら、腕時計に目をやった。

　約束の時間をもう三十分も過ぎている。操はいつ来るのか。

　顔を上げると、相原が、うかがうような目つきでこちらを見ていた。自分が彼を疑っていることに、気づいたのだろうか。

「おかわり、どう？」

　つくりたてのノンアルコール・カクテルが目の前に置かれる。

　依子は手を出しかけてやめた。毒か睡眠薬が入っているかもしれない。

「どうしたの、飲まないの？」

「あ、その前に、ちょっとトイレ……」

　どうにかスツールから下り、ぎくしゃくと洗面所の方へ歩きだす。

　人ごみに紛れたところで向きを変え、出入口へ向かった。受付の従業員に軽く頭を下げ、外へ出てほっとひと息つく。

　と、ふいに伸びてきた手に腕をつかまれ、鳩尾に重い一撃をくらった。



　息苦しさに意識を取りもどした。

　口の中に何か押しこまれている。

　それをはずすために手を伸ばそうとしたが、手が言うことをきかなかった。手も足も動かず、身動きひとつままならない。

　目を開けると、薄暗い電球の明かりの中、ぼんやりと室内の様子が浮かびあがった。

　四畳半ほどの狭い部屋で、天井も壁も床もコンクリートに覆われている。重々しい金属のドアのほかは窓ひとつない。調度品は、部屋の中央にパイプベッドがひとつあるだけ。

　そのベッドの上に、依子は四肢を広げるかたちで縛りつけられていた。

　口には猿轡。衣服はすべて奪われ、一糸まとわぬ裸だった。

　もがいたが縄目は固く、緩むどころか、こすれた皮膚がひどく痛んだ。喉の奥まで布か何かを押しこまれているせいで、息をするのもつらい。

　──ドアが開き、逆光の中に男の黒いシルエットが浮かびあがる。男は聞きなれた声で呼びかけてきた。「目が覚めたかい？　真里亜」──

　依子が幻覚を見たのとほとんど同時に、現実にもドアが開き、男が中に入ってきた。

「依子ちゃん、気がついたかい？」

　相原は屈託のない笑みを浮かべると、近づいてきて依子の猿轡をはずした。

「あ、相原さん……あなたが……あなただったのね……！」

　かすれた声で必死に言う依子を、相原は冷静な表情で見おろした。

「そう。僕が、君の探していたミサだ」

「真里亜は？」

「僕たちは愛しあっていた。僕は真里亜を心から愛し、真里亜は僕の心に応えてくれた」

「真里亜をどうしたの？　真里亜は生きてるの？」

「真里亜は眠ってるよ。この下でね」

　依子は、首をねじって相原の足もとを見た。コンクリートの床しかなかった。依子は絶望の呻きを漏らして目を閉じた。

「君も運がなかったな。気がつかなければ、あのまま彼といっしょに幸せな人生を送れたかもしれないのに」

「……真里亜に何をしたの？」

「彼女は僕に、心から愛してほしいと言った。だから僕は、僕の最高のやり方で彼女を愛してやったんだ」

　相原は手を伸ばし、依子の首すじに触れてきた。依子はびくりとして身を縮めた。

「君は真里亜のいちばんの友達だからね。真里亜のために、君のことも心をこめて愛してあげる」

　相原の指が、喉から胸もと、腹部から太ももへと、滑るように移動していく。

　恐怖が感覚をおかしくさせたのか、おぞましいことに、それだけで依子の体は反応してしまった。

　股間が溶け、とろりと蜜が流れだすのがわかる。

「感じてるんだね。うれしいよ」

　できることなら、両手で耳をふさぎたかった。これから自分を殺そうという男の愛撫に反応してしまうなんて、みじめすぎる。

「やめて、お願い！　お願いだから、そんなことしないで！」

「いい声だ。もっと聞かせてくれ。ここは僕の家の地下室で、完全防音になっているから、遠慮はいらない」

　──「やめて、やめて、やめて！　いっそひと思いに殺してェ！」血まみれの真里亜が絶叫する。乳房を切りとられ、片耳をそぎおとされた、無残な真里亜の姿──

「いやああ────っ!!」

　依子は悲鳴を上げ、一瞬気を失いかかったが、相原に頬を叩かれて現実にひきもどされてしまった。

「何をそんなに怯えてるんだ？　まるで、これから自分がどうされるのか、わかってるみたいだね」

　相原がにやりと笑い、もてあそぶように片方の乳首をこねた。

　強くつねられると、甘いしびれが広がり、腰がうずいて力が抜ける。

　口に含んでやさしく吸われ、舌先でやさしく転がされた。その一方で、乳房をわしづかみにされ、ちぎれそうなほど強くもみしだかれる。

　痛みとくすぐったさがあいまって、絶妙の快感になった。全身がほてり、もっと刺激が欲しくてたまらなくなる。

　我慢しきれず、腰を揺らしてしまうと、相原の嘲笑が浴びせられた。

「おやおや、君ってこういうのが好きなんだ？　僕たちは相性がいいようだね」

　悔しくて涙がにじんだ。

　だが、指で草むらをかきまわされ、その奥をもてあそばれると、快感に抵抗することはできなかった。

　両足を開いて固定され、隅々まで相原の視線にさらされている自分の股間が、ものほしげにひくつきながら、とめどなく蜜を溢れさせているのがわかる。

　膣口を探っていた指が、いきなり中に突きたてられた。衝撃と痛みは、だがすぐに熱いしびれに変わり、続いて断続的なけいれんを呼びおこす。

「あ……っんん！」

　膣を指でかきまわされながら、クリトリスをひと撫でされたとたん、依子は不覚にも昇りつめてしまった。

　もうどうなってもいい。

　けだるい余韻の中で、すべての思考が諦めへと流れていく。

　相原がナイフを取りだすのが見えたが、もう何も感じなかった。

　相原は鼻歌を歌いながら、ナイフをひらめかせ、器用に依子の陰毛を刈りとりはじめる。

　ちくりと痛みを感じて視線を向けると、ナイフについた血を舐めながらうっとりしている相原の顔が見えた。

　──「真里亜、僕はこんなに君のことを愛しているよ。君の目がなくなっても、君の鼻がなくなっても、君のきれいな皮膚がなくなっても、僕は君のことを愛してるよ」──

　ナイフが乳首に近づけられた。

　依子は、やがて訪れる苦痛にそなえて、目を閉じ、歯を食いしばった。

　救いの手がさしのべられたのは、そのときだった。

　突然の轟音とともに、金属製のドアが内側に向かって弾けとび、銃を持った刑事たちが一気になだれこんできた。



　相原美敏の逮捕により、真里亜の失踪事件は解決した。

　だが依子は、それから何か月も、悪夢に悩まされつづけた。

　幻視してしまった、真里亜のむごたらしい最期。自分自身が体験した恐怖の数時間。

　犯人は逮捕されたが、真里亜は戻らない。

　虚脱状態に陥っていた依子を救ってくれたのは、こんどもまた操だった。

　あの日、遅れて《イフリート》にやってきた操は、依子が帰り、相原が早退したと聞いて、胸騒ぎを覚えた。まだ残っていた例のＯＬから、相原のフルネームをきいたとたん、真相に気づき、慌てて警察に通報したのだ。

　間一髪、依子を救いだした操は、その後も依子に寄りそい、心のケアに努めた。

「もう大丈夫。いつでも俺がそばにいるから」

　操にやさしく髪を撫でられ、依子はおずおずと彼の背中に腕を回す。

　自分を守ってくれるたくましい体。

　熱いキスを受け、強く抱きしめられて、依子も自分から彼を求めはじめる。

　むさぼるように唇を奪いあい、手足を絡めあってひとつになった。

　体の奥深く楔を打ちこまれ、息もできないほど激しく突きあげられる。

　苦痛と快感が交互に押しよせ、やがて渾然一体となって依子の意識をさらう。嵐のような悦び。

　声を上げ、髪を振りみだして、依子は操の背中に爪を立てた。

　──あどけなさの残る、まだ少年の操。ベッドに横たわる彼の上に、大人の女が馬乗りになっている。無理やり体をつながれて、彼は涙声で訴える。「いやだよ、母さん」──

　ふいに襲ってきた幻覚に、依子は目を見張って動きをとめた。

　──「もうたくさんだ！」学生服を着た操が、母親に向かって叫ぶ。驚愕する母親。彼女の体はもんどりうって階段の下に落下する。自分の両手を見つめて震える操──

　依子は、愛する操の顔を黙って見つめた。







【完】　










淫魔降臨









　甲高い急ブレーキの音。強い衝撃。暗転。

　気がつけば、網川あみかわ昌美まさみは、病院のベッドに横たわっていた。

　下校途中、車にはねられたのだ。とくに目立つ外傷はなかったが、頭部を強打したため、二日間も意識不明の重態だったという。

　助かったのは奇跡だと言われた。




「……うーん……」

　常夜灯の薄明かりのなか、昌美は、眠れない体をもてあまして、何度目かの寝返りをうった。

　下腹部がうずく。

　無意識に手を伸ばし、下着の下にすべりこませた。

　草むらに隠れた突起に触れると、めまいのするような快感で体がしびれた。夢中で指を動かし、突起の周囲の感じるところに刺激を加える。

　体の奥がどくりと脈打ち、熱い蜜があふれだした。全身に熱が広がり、いてもたってもいられなくなる。

　割れ目に指を潜りこませ、内側のデリケートな皮膚をこすりたてた。入口の周囲をなぞると、腰に震えが走り、もっと刺激が欲しくてたまらなくなった。

　入口に指先をあてがい、少し力をこめる。

　つぷ……と、指が熱い粘膜に包まれるのと同時に、内側が熱く燃えあがった。

　体の求めるまま、中に入れた指を乱暴に動かす。もう一方の手も伸ばし、突起の周囲もこねまわす。

　小さなけいれんが断続的に駆けぬけ、両足の指先がびくびくとひきつった。

　頂点に向けて、指の動きを激しくした。体をのけぞらせ、目をつぶって歯を食いしばる。始まった耳鳴りがしだいに強くなった。

　息のとまるような突きあげが来て、いきなり宙に放りだされる。

「……はッ……ハァ、ハァ……」

　絶頂のあとのけだるさに包まれながら、昌美は自己嫌悪に陥った。

　退院してからずっとだった。

　四六時中、体がうずいてたまらない。とくに、夜になると耐えがたく、何度か自分で慰めないと、満足に睡眠をとることもできない。

　以前はもっと淡白なほうだった。せいぜい一、二週間に一回。それも、友人とＨな話をしたり、Ｈな本を読んだりして、とくに興奮したときぐらいだ。

　それが今では、こうして一度達したあとも、すぐに体がほてってきて、第二ラウンドになだれこみたくなるぐらいなのだ。

　そう思ったとたん、ぞくりと股間がうずき、またしても無意識に手を伸ばしてしまった。

「もういや！　こんなフシダラな体じゃ、お嫁に行けない！」

『そう気にするな』

　不意に声が響き、昌美はぎょっとして跳ねおきた。

「だっ、だれっ？」

　きょろきょろ見回すが、狭い自室の中にはだれもいない。

『声を出さなくても聞こえる』

　また声が響いた。頭の中に直接伝わってくるような声だ。

　──ま、まさか……。

『そう、私はおまえの中にいるのだ』

　──ウソっ！　なんで？　あなた、だれ？

『私は……そう、淫魔とでもいえばいいか。人の快感を食して生きる者だ』

　──インマ？

『おまえが事故で死にかけたとき、たまたま近くにいてとりこまれてしまったのだ。今後ともよろしく』

　──とりこまれた？　よろしくって？

『おまえは、本当は死ぬところを、私と融合したことで助かったのだ。これからは我々は一心同体。おまえの感じる快感で私はエネルギーを得て、お返しにおまえを生かしつづける。なに、少々淫乱にはなるが、生きていくのに支障はない』

　──ウ、ウソ……そんな……こんなことって……。

『残念かもしれないが、現実だ』

　昌美は呆然として布団を見つめた。

　──淫魔？　融合？　本当は死んでた？

　信じがたいことばかりで、頭が回らない。

　ただ一つ、現実感を持って重くのしかかってきたのは、自分が淫乱になってしまったという事実だった。




　二週間たって復帰した学校は、今までと変わりなく昌美を迎えてくれた。

「昌美、もう大丈夫なの？」

「よかった、元気そうで」

　入院中も見舞いに来てくれた友人たちが、口々に温かい言葉をかけてくれる。

「網川さん」

　そのなかで、思いがけない人物から声をかけられ、昌美はどきっとした。

　クラス委員の新井あらい有理ゆうりだ。

「これ、君が休んでいたあいだのノート。よかったら使って」

　有理は、全教科のものと思われるノートの束をさしだし、昌美に向かってにこっと笑いかけた。

　かわいい名前をしているが、れっきとした男子だ。ただ、名前にふさわしく、整った繊細な顔立ちをしている。

　昌美はひそかに、彼に憧れていた。

「あ、ありがとう、新井くん」

　どぎまぎしてノートを受けとると、有理はまたにこっと笑って言った。

「わからないところがあったら遠慮なくきいてよ。僕、この二週間はまじめに授業聞いてたから」

　その言葉を聞いて、うれしさに舞いあがってしまう。

　有理にしてみれば、ただの不運なクラスメートへの気遣いかもしれないが、自分のためにノートをきちんととってくれたと思うと、それだけで胸が熱くなった。

　憧れの有理にこうしてかまってもらえるなら、事故にあったのも不運ばかりではない。

　そう思ったとたん、股間がずくんと熱くなった。

　またたくまに全身がほてり、どうにも収まらなくなってしまう。

「あ、ご、ごめんなさい！　あたし、トイレ！」

　慌ててトイレに駆けこみ、必死に股間を慰めた。

　──ちょっと、冗談じゃないわよ！　せっかく新井くんとお近づきになれたのに、こんなんじゃ告白もできやしない！　あたしがこんなに淫乱だって知られたら、絶対ケイベツされるううう！

『そういうものなのか？』

　淫魔ののほほんとした囁きに、昌美は思わず声に出して言いかえした。

「そういうもんでしょッ！」




「ねえ、お兄さん一人？」

　夜の繁華街。

　一人歩きの、見栄えのいい青年を選んで声をかけると、相手はさして驚いたふうもなく、立ちどまって昌美を見つめた。

「なに？　バイシュンかなにか？」

「まさか。オトナの遊びよ」

　軽く流し目をくれると、青年はすぐに鼻の下を伸ばした。

　昌美は、厚化粧をして派手な衣装を身に着け、誘惑的な大人の女を演じている。

　だが、青年がすぐに陥落したのは、そのためだけではない。淫魔の力が、いやでも相手をその気にさせるのだ。

『私と共生することによって、おまえの体からは独特のフェロモンが出ている。おまえが望めば、相手は思うがままだ』

　淫魔との共生生活において、やむをえず昌美は、淫魔と一つのとりきめをした。

　すなわち、日常生活に支障をきたさないよう、ふだんは性欲を抑えておくこと。その代わり、淫魔の生存に必要なエネルギーを確保するため、毎晩一人とセックスをすること。

　ゆきずりの人間と肌を合わせることには大きな抵抗があったが、背に腹はかえられない。自分好みの相手を選べるということだけが、唯一の慰めだった。

　ナンパした青年といっしょに、手近のホテルに入る。向こうはやる気満々なので、ホテル代もすんなり払ってくれる。

　部屋に入ると、昌美がリードをとった。

　いっしょにシャワーを浴びながら、さっそく愛撫を開始する。ボディーシャンプーを泡立て、要所要所をやさしくこすりたてると、青年の股間はたちまちそそりたって、持ち主の息を荒くさせた。

　たくましい腕で抱きよせられ、壁に背を押しつけられて、片足を高く持ちあげられる。

　ホテルに入ると同時に性欲を解放されていたせいで、昌美にはもうためらいはない。体のうずきを鎮めようと、積極的に青年を受けいれる。

　容赦なく突きいれられて、めまいがした。

　だが、とっくに自分の蜜で潤っていたせいで、痛みはない。抜き差しされ、かきまわされると、しびれるような快感が脳天まで突きあげた。

　青年の射出とほとんど同時に、一度目の絶頂を迎える。

　余韻に浸るのもつかのま、すぐに飢餓感にさいなまれて、こんどはベッドへ。

　青年のものが復活するまで、彼の全身を丁寧に愛撫する。耳の中を舐め、耳たぶを噛み、顎から首すじに舌を這わせると、青年は恍惚とした表情で体の力を抜いた。

　肩から指先まで撫でおろしながら、広い胸についばむようなキスを落とす。小さな乳首を舐め、軽く歯を立てる。

　またいだ股間の下、青年の分身がもぞりと動いた。

　青年の手が伸びて、両方の乳房を包まれた。乳房をもまれながら、親指と人さし指で乳首をつままれ、くりくりとこねられる。強く挟まれるたびに電流のようなしびれが走り、股間が熱く濡れた。

　すっかり立ちあがった青年のものが、入口付近にあたってぬるぬるすべりだす。

　我慢できなくなって、昌美は、その熟れた肉棒を片手で支え、自分の入口にあてがった。

　息を吐きながら、ゆっくりその上に腰を落とす。

　先端が入り、続いて幹の部分が入ってくる、えもいわれぬ快感。入口が押しひろげられ、内壁がこすられて、背すじがぞくぞくする。

　もっと欲しい。

　昌美は腰を浮かせ、欲望のおもむくままに揺りうごかした。たちまち青年のものがはりつめ、内側に満ち満ちてくる。

「ウッ……ンッ……」

　下から聞こえてくる青年の喘ぎ声も、耳に心地よい。

「ああっ、イイっ！」

　下から激しく突きあげられ、昌美は髪を振りみだして悦びの声を上げた。




　ある晩、同じ年ごろの少年をナンパしてホテルへ向かう途中、数人の美女をしたがえた一人の男とすれちがった。

「あっ、島谷しまたにさん！」

　昌美がナンパした少年が、男に向かって声をかける。

「おう、おまえか」

　振りかえった男を見て、昌美は一瞬鳥肌が立った。

　彫りの深い男らしい顔。鋭い目つき。たくましい体。高価そうなスーツを着崩したところも、ワルっぽくてかえって魅力的だ。

　だが、昌美がぞくっとしたのは、彼の魅力にまいったためではなかった。昌美の中の淫魔が、彼を見て強く反応したのだ。

『珍しい。こんなところで同類に会うとは』

　──同類？

『ああ、この男も淫魔と共生している。しかもずいぶん大食らいとみえる』

　島谷と呼ばれた男は、少年に近づくと、馴れ馴れしく肩に腕を回した。

「どうだ、元気だったか？」

「島谷さんに会えなくて、俺、さびしかった」

　なにやら二人で妖しいムードをかもしだしている。昌美が呆気にとられて見ていると、島谷がこちらに鋭い一瞥をくれた。

　どきりとして身がすくむ。

「またこんどかわいがってやるから、今日はあっちのお嬢さんに遊んでもらいな」

　島谷は、昌美を見て意味ありげに笑った。こちらの淫魔が気づいたように、あちらの淫魔も気づいたのだ。

　なにも知らない少年は、すなおにうなずくと昌美のところに戻ってきた。

　島谷は、くるりと背を向けると、一度も振りかえらず、美女たちとともに立ちさってしまった。

「あの人、知りあいなの？」

「うん……いや、ああ」

　島谷の前でしおらしくしていた少年は、昌美の前では精いっぱい虚勢をはろうとした。

「なにかイミシンなこと言ってたけど」

「な、なんでもねえよ！」

　だが、いざベッドに行くと、少年は快感に負け、洗いざらい白状してしまった。

　男は、フルネームを島谷しまたに和昭かずあきといい、この界隈をぎゅうじる暴力団の幹部だった。バイセクシャルで、彼が悪人と知りつつも、だれも彼の誘いを断われない。そればかりか、その驚くべきテクニックで骨抜きにされ、進んで彼に貢いでいる男女も多いという。

「……お、俺もなんどか抱いてもらったけどさ……そりゃもう天国で……ちょ、ちょうどあんたとやってるときみたい……麻薬だよね、あれ……ウッ、あ、あんたもすげぇよ……」

『君子は危うきに近寄らず』

　どこで覚えたのか、淫魔はそんな格言をひっぱりだして言った。

『あの男には、あまり関わらないほうがよさそうだ』




　ところが、それから三日とたたないうちに、昌美はまた島谷と遭遇するはめになった。

　放課後まもない時間の通学路で、彼のそばには、昌美のよく知っている人物がいた。

　有理だ。

　買い物をした帰りなのだろう、有理の左手には、近くの書店の紙袋が抱えられている。

　島谷は、黒塗りのベンツの後部座席から顔を出して、有理になにごとか話しかけていた。

「新井くん！」

　昌美は慌てて駆けつけ、有理をかばうように、二人のあいだに立ちふさがった。

「あれ、網川さん」

「ちょうどよかった。新井くんのこと探してたの。こないだ貸してもらったノート、わからないところがあって……」

　言いながら、牽制するように島谷を睨みつける。島谷はくすりと笑うと、有理に向かってひらひらと手を振ってみせた。

「じゃあ、私はこれで。どうもありがとう」

　ベンツが発進し、見えなくなってしまうと、昌美は勢いこんで有理に詰めよった。

「新井くん、あいつとなに話してたの？」

「え？　僕、道をきかれただけだけど……」




『彼とおまえは、好みが似ているのだろう。あの少年は彼に目をつけられたのだ』

　──そんな冷静に言わないでよ！　このままじゃ新井くん、島谷の毒牙にかかっちゃうじゃない！

『我々淫魔は、他人の獲物には手を出さないことにしている』

　──まだ獲物になったわけじゃないじゃない！　なんとかならないのッ？

『それは簡単だ。先におまえがいただいてしまえばいい』

　──そんな下品な解決法はいや！　あたしは、新井くんとは純愛で結ばれたいのよ！

『ではせいぜい、少年が彼に近づかないよう、しっかり見張っていることだ』

　淫魔の提案どおり、その日から昌美は、なにかと理由をつけて有理につきまといだした。

　登下校時はぴったりはりつき、一人歩きはしないよう、口をすっぱくして言いつづける。

「あはは。僕、こう見えても男だよ？　夜道を歩いたって、危ないことなんかないって」

　うるさがられるかと思いきや、有理は、昌美がつきまとうことに関しては悪く思っていないようで、下校途中でファーストフード店に誘ってくれたりもした。

　──えへへ、デートみたい。不謹慎だけど、島谷にはちょびっと感謝かなあ。

　などと昌美が浮かれているあいだに、だが島谷の魔手は、有理のすぐ後ろに迫っていたのだ。

　ある日の下校途中、靴に入った砂をとろうと、昌美がしゃがみこんだ横を、音もなく近づいていたベンツが一気に追いぬいた。

　前方でベンツのドアが開き、中から伸びた腕によって、有理の体がひきずりこまれる。

「ああッ、新井くんッ！」

　一瞬の出来事だった。




『本気で彼とやりあうつもりなのか？』

　──あったりまえでしょ！　なにかされる前に、早く新井くんを助けださなくちゃ！

『彼は大人の男で、しかもヤクザだ。小娘のおまえに勝ち目はない』

　──なくってもやるの！　大好きな新井くんが汚されるのを、指をくわえて見てなんかいられないわ！　淫魔！　あんたなら、なにか方法を知ってるでしょ！

『ないことはないが……』

　淫魔は珍しく言葉を濁した。

『おまえの気にいる方法ではないと思うぞ』




　昌美が島谷の私室に踏みこんだとき、島谷は、今まさに有理を犯そうとしているところだった。

　有理は全裸に剥かれ、ベッドに大の字に縛りつけられていた。気を失っているのか、目を閉じてぐったりしたまま動かない。

　その姿を見たとたん、昌美は股間に電流が走り、腰が砕けてその場に倒れこみそうになった。

　──いやああああ、新井くん、色っぽすぎるううう！

　今すぐ有理に飛びかかりたい衝動に駆られるが、首を振ってなんとか思いとどまり、島谷に向きなおる。

「この節操なし男！　新井くんを返して！」

「ふん、おまえに節操なしなどと言われたくはないな。この淫乱娘が」

　島谷は、ズボンの前から飛びだした一物を隠そうともせず、むしろこれ見よがしに突きだしてふんぞりかえった。

「うるさい！　さあ、勝負よ！　淫魔と共生する者同士、正々堂々と戦いましょう！」

「おもしろい。受けて立とう」

　島谷の返事を聞くやいなや、昌美は激しい怒りの鉾を収め、一転してしっとりと誘うような目つきをした。

　島谷を情熱的に見つめながら、見せびらかすように一つひとつ、ブラウスのボタンをはずしていく。

　はずしたブラジャーを指にかけて横に掲げ、ぱさりと床に落とす。ファスナーを下ろして、スカートがずりおちていくに任せる。

「さあ、来て……」

　下着一枚の姿になって、かすれた声で囁くと、島谷の喉仏が大きく上下に動き、足が一歩、二歩と前へ出された。

『淫魔と共生する人間を倒すためには、セックスで相手を昇天させるしかない』

　淫魔に教えられたことを、もう一度頭の中で反芻する。

『昇天と同時に、淫魔と人間の結合が、ほんの少しだけ弱まる。そこを狙って引きはなすのだ。……ただし、快感が大きければ大きいほど、淫魔の力は増幅する。先に相手を絶頂へ導くのは並大抵のことではない』

　つまり、失敗すれば、自分が淫魔と引きはなされる。そうなれば昌美は生きていけない。生死をかけた戦いだった。

　島谷の腕が伸びてきて、強引に抱きよせられた。壁に背中を押しつけられ、乳房を荒っぽいやりかたでもまれる。

　じんとしびれたところから、快感がさざなみのように広がった。

　ごつごつした指で顎をとらえられ、唇を重ねられる。

　うまい……！

　唇を舐められ、軽く吸われただけで、昌美はうっとりして力が抜けてしまった。歯と歯茎の上をまんべんなくなぞられ、歯の裏側も舌先で探られる。

　上顎をつついたり撫でたりされると、くすぐったい心地よさでいっぱいになり、抵抗する気もなくなってしまう。

　舌をからめとられ、強く吸われて、島谷の口の中まで引きこまれた。先端から付け根のほうまで、ほぐすように歯を立てられ、付け根を挟まれたまま、舌でねっとりともてあそばれた。

　押しよせる快感の波で、膝ががくがく震えだす。

　完全に島谷のペースだった。

　しょせん、力では大きな男にかなわない。もがく両手を片手でたやすく封じられ、昌美は島谷のするがままになるしかなかった。

　幸いなのは、快感を覚えるほど、体内の淫魔に力がみなぎることだった。やがて諸刃の剣となる現象だが、今の昌美には心強い。

「うっ……ふうぅ」

　両手首をひとまとめにして壁に縫いとめられた姿勢のまま、執拗に口と胸を責められた。

　口腔内を穏やかに舌でかきまわされているところへ、ふいに乳首をぎりっとつねられる。あるいは、胸をゆったりもまれながら、いきなり息もできないほど激しく口を吸われる。

　メリハリのつけかたが、憎らしいほど絶妙だった。

　体の最奥に火がともり、徐々に大きくなって下腹部を焦がしはじめる。

　あっけなく昌美の股間はとろけきり、とめどなく熱い蜜を滴らせた。

　胸もとをいじっていた島谷の手が、下へ移動し、びしょ濡れになった下着の上から割れ目をなぞってきた。

　びくんと体が震える。

　またもや蜜をあふれさせたことを嘲うように、そのまま指をねじこまれた。

　ぐちゅ……と、恥ずかしい音が響く。

　島谷の指は、それ自体別の生き物であるかのように自在にうごめき、布地越しに昌美をとことん犯した。

「あ……いやっ……ひどい……」

　直接触れてもらえないもどかしさで、頭が変になりそうだ。同時に、布一枚にへだてられているからこそ、かえって局部が敏感になり、少しの刺激にも激しく反応してしまう。

　小さな突起の上をこすられると、衝撃の強さに一瞬意識が飛んだ。

　前から後ろへ、後ろから前へと、しつこく何度もなぶられる。入口に指先があてがわれ、じわじわと中へ押しこまれた。潤いすぎるほど潤った内壁を布でこすられ、たまらない気持ちよさに襲われた。

　頭上に固定されていた両手を脇へ移され、こんどは島谷の顔が股間に寄せられた。

　噛みつくように口を押しあてられ、濡れた下着を強く吸われる。耳を覆いたくなるような淫靡な音が響き、昌美は目に涙を浮かべて激しく首を振った。

　ひだを軽く噛まれながら、割れ目に沿って舌で舐められた。指とは違う、熱くて柔らかな感触。陶然とする快感に、恥ずかしさも忘れて身を任せてしまう。

　絶頂の前触れで、下腹部がひきつりはじめた。慌てて歯を食いしばり、必死に快感から意識をそらす。

「我慢しなくてもいいんだぜ？」

　昌美の股間に顔をうずめたまま、島谷が粘りつくような視線で見上げてきた。

　ふっとその目に吸いこまれそうになり、固く目をつぶって抵抗する。

　昌美がまだ陥落しないとみると、島谷は、ようやく手を下着の中に潜りこませてきた。草むらに指を絡め、ついばむようなキスをしながら、徐々に下着をずりおろしていく。

　暴かれる快感に、昌美の心と体がうちふるえた。

　途中までおろしたところで、また下着越しにいじられる。

「ああ……早く……！」

「早く、なんだ？」

「早く、直接触って……！」

　耐えきれず、口に出してねだってしまい、昌美は屈辱感に唇を噛む。

　その唇を指先で撫でられ、この世のものとも思えぬ甘い声で囁かれた。

「いいぜ……最高だよ、おまえ」

　その声が背骨を貫き、腰に突きささる。

「アウッ！」

　思わずイきそうになったが、震えが走った拍子に足がよろめき、間一髪で助かった。

　ほっとしたのもつかのま、こんどは床のカーペットの上に押したおされた。下着を太ももにまとわりつかせたまま、赤ん坊のおむつを替えるようなかたちに両足を持ちあげられてしまう。

「待ってな。すぐにイかせてやるから」

　はりつめた怒張を押しつけられ、一気に突きたてられた。

「……ッ、ッ、ッ──────ッッ！」

　声にならない叫びを上げて、昌美は体が浮きあがるほど跳ねあがった。

　苦痛とも快感ともつかない強烈な衝撃。

　しばらくすると、自分の体の中で、島谷のものが大きく脈打っているのを感じた。

　しっかり収めるように腰を揺すられて、耐えがたい快感に喘ぐ。

　ゆっくり抜き差しされると、すきまなく収まった肉棒に隅々までこすりたてられ、失禁してしまいそうな激しい快感に襲われた。

「アッ、アッ、アアッ！」

　──もう駄目。これ以上我慢できない。助けてあげられなくてごめんね、新井くん。さよなら、新井くん……。

『諦めるのはまだ早いぞ』

　もうろうとした意識の中で、昌美が諦めようとしたそのとき、淫魔の声が響いた。

『感じるだろう。挿入したことで、彼も強い快感を味わっている。彼の限界も近い』

　なるほど確かに、昌美の中を行き来している一物は、さきほどよりもずっと大きくなっているようだった。

　期待をこめて、ぎゅっと股間に力を入れてみる。

「……ウッ」

　島谷が息を詰まらせ、昌美の中の分身がびくんと震えた。

　──いけるかもしれない！

　がぜん元気を取りもどした昌美は、股間に意識を集中させ、必死に局部の筋肉を動かしはじめた。

「ウ……おい、ちょっと待て」

　慌てて島谷が引きぬこうとするのを、渾身の力をこめて引きとめる。

「待て！　おい、やめろ！」

　島谷の声に、焦りの色が混じった。

　昌美はここぞとばかりに、入口から奥へと引きこむイメージを思いうかべ、懸命に筋肉を収縮させる。

　力いっぱい突きとばされるのと、島谷が放出するのとは、ほとんど同時だった。

『今だ！』

　昌美の中の淫魔が、見えない触手をぐいと伸ばす。

　その瞬間、昌美もまた強い絶頂を味わい、なにもわからなくなった。




　気がつくと、まだ下着を足に絡ませたまま、裸で横たわっていた。

　起きあがってあたりを見回すと、すぐ近くに島谷が倒れているのが見えた。

　──あたしたち、勝ったの？

『なかなか上出来だったな』

『ええ、火事場のなんとやらかもしれないけど、すばらしい快感だったわ』

　聞きなれた淫魔の声とは別の声が頭の中で響き、昌美はぎょっとして体を硬くした。

　──なに？　だれッ？

『はじめまして。よろしく、新しい宿主さん』

　──ま、まさか……！

『そう、彼女は、あの男と共生していた淫魔だ。突然宿主を失ったので、こちらに入ってきてしまった』

　──ちょっと待ってよ！　二人も淫魔に棲みつかれたら、あたしはどうなっちゃうの？

『当然、必要なエネルギーは二倍。性欲も二倍になるということだな』

　──冗談じゃないわッ！　そんなにたくさん、面倒見きれないわよッ！

『そう言われても、一度融合してしまったら、そう簡単には離れられないのよね。これも運命だと思って、諦めてちょうだい』

　──そんなあああ！

　昌美はがっくりと肩を落とした。

　ふと気になって顔を上げる。

　──そういえば、島谷は？　淫魔と離れたら、彼、死んじゃうの？

『ご心配なく』

　新顔の淫魔が鈴を転がすような声で言った。

『私が彼と融合したとき、彼は致命傷を負っていなかったから、死ぬことはないわ』

　──くすん。あたしだけ貧乏くじなのね。

　よよと泣きくずれようとした昌美は、急に噴きあげてきた性欲に気づき、さっと顔色を変えた。

　ちろちろと燃えだした欲望の炎は、またたくまに燃えひろがり、今までの何倍もの強さで昌美の理性を吹きとばした。

　──だ、駄目よ、それだけは！

　必死に抗いつつも、目はベッドの上の有理に吸いよせられ、足が勝手にそちらへ向かってしまう。

　タイミングよく、有理が身じろぎして目を開いた。島谷の毒気にあてられたのか、とろんとした目つきで昌美を見上げる。

「あれ……網川さん……」

　我慢もそこまでだった。

「新井くん、ごめんなさいッ！」

　叫ぶように謝ると、昌美はベッドに飛びのり、夢中で有理の若根を握りしめた。

「はうっ！」

　のけぞる有理にかまわず、それを根もとまでくわえこみ、夢中で舐めたり吸ったりしはじめる。

　有理の若根は、たちまち雄々しくそそりたった。

　昌美は待ちきれず、すぐにそれを自分の入口にあてがい、一気に根もとまで腰をおろす。

「ああっ、網川さん、そんな！」

　もはや有理の声も耳に入らない。夢中で腰を振り、緩急をつけて股間に力をこめ、あっというまに有理の精を搾りとってしまった。

　萎れた若根を呑みこんだまま、前の突起を有理の下腹部にこすりつけ、すぐに自分も絶頂に至る。

　ひと息ついてからはっと我に返り、昌美は恐る恐る有理の顔色をうかがった。

　有理は、達した余韻でぼうっとしていたものの、気分を害してはいないようだった。

「網川さん……僕、前から君のこと、いいなと思ってたんだ」

　それどころか、いきなりそんな告白をされて、昌美は喜ぶよりも驚いてしまった。

「ウソ……それ、ホント？」

「今、目が覚めたらこんなことになっていて、うれしかったかも」

　それから有理は、恥ずかしそうにそっと目を伏せた。

「でも……網川さんにこんな趣味があったなんて、ちょっと意外」

　見れば、有理はまだ手足をベッドに縛りつけられたままだ。

　昌美はさーっと青ざめた。

「あのっ！　これはね！　これには深いわけがあって、そのっ！」

「……意外な一面を知ったら、ますます好きになっちゃったかも」

　かいしんのいちげき。

　天にも昇る心地で、昌美は目をあけたまま失神してしまった。

「網川さん？　あれっ？　網川さーん！」

　縄目の下でじたばたもがく有理は、これから自分が、二人の淫魔を養っていかなければならないという現実を、まだ知らない。







【完】　










リセット迷宮









「あっ！」

　何かを踏んだと思った瞬間、体が傾き、階段の下の踊り場が目の前に迫っていた。

　──落ちる！

　近藤こんどう真紀まきは、予想される衝撃と痛み──もしかしたら死ぬかも？──を覚悟して、ぎゅっと目をつぶった。

　だが何も起こらなかった。

　しばらくして、自分の体がまっすぐ立っており、両足もしっかり地についていることがわかって、恐るおそる目を開けてみる。

「──ええっ!?」

　真紀は目を疑った。

　立っていたのは、いま落ちたと思った階段の上だった。

　──えっ？　何？　どういうこと？　いま私、落ちなかった？？？

　焦ってあたりを見回すと、すぐそばに見覚えのある男性社員が立っていることに気づいた。

　今年の新入社員だ。名前はたしか、尾上おのうえ佑一ゆういち。眼鏡のインテリタイプで、顔かたちは悪くないが、どうも根暗な印象がある。そのため女性社員の間ではとくに話題にもならず、真紀も、彼がどの部署に配属されたかも知らないぐらいだった。

「すみません」

　尾上がぼそっと言ったが、真紀はなんのことかわからず、きょとんとした。

「ペンを」

　言いながら尾上は身をかがめ、真紀の足元に落ちていたボールペンを拾いあげた。

「え？　あ、それ……」

　──私がさっき踏んだのって、それじゃ……？

　そう言いかけた真紀は、混乱して口を閉じた。

　──でも、現実には落ちてないし、ボールペンはここにあったし……なんなの？　さっきのは……夢？

　それにしては、踏んだ感触も生々しかったし、バランスを崩したとき一気に噴き出した、あの恐怖感も忘れられない。

　──えーと、えーと……やけにはっきりしてたけど、虫の知らせとか、予知能力とか、そういうものだったとか？

　真紀が必死でいまの出来事に説明をつけようとしている間に、気づくと尾上の姿は消えていた。




　その不可解な現象に真紀がふたたび見舞われたのは、数日後、昼休みの給湯室でだった。

　やかんで沸かした湯をポットに移そうとしているところへ、食事を終えた男女数人が雑談しながら入ってきた。

「あ、近藤さん、お湯ありがとうね」

「いえいえー」

　答えて一瞬目を離したそのとき、右肘にだれかの体があたり、湯がポットの口をそれてしまった。

　──あああっ!!

　それた湯の行き先は、自分の左手。

　なすすべもなく熱湯が皮膚に降りそそぐのを凝視していた真紀だったが、カチリという物音にはっと我に返った。

　見ると、ガスコンロの前で、尾上が点火つまみを回して火をとめたところだった。

「お湯、沸きましたよ」

　急いで周囲を見たが、先ほど入ってきたはずの社員たちの姿はない。給湯室にいるのは、自分と尾上だけだ。

　火傷をしたと思った左手はきれいなままで、右手に持っていたはずのやかんはコンロの上にある。

「ポット、貸してください」

「え？」

「入れますよ」

「えっ？　いえっ、いいですよ、自分がお茶飲むために沸かしたんだし」

「重いし、背の高い僕が入れたほうが安全でしょう。こぼしたら火傷しますよ」

「はあ、それは、まあ……」

　真紀が口ごもっているうちに、尾上は慣れた手つきでポットに湯を移しはじめた。

　ポットが満杯になり、やかんを置いて蓋を閉めたちょうどそのとき、がやがやと話し声が聞こえ、先ほどの社員たちが入ってきた。

　──ど……どうなってるの、これ!?

　真紀は呆然としながら、黙って出ていこうとする尾上の背に向かって、かろうじて声をかけた。

「あのっ、あ、ありがとう……尾上さん」




　──いったい、どういうこと？

　デスクに戻ってから、真紀はこの二つの出来事について考えこんだ。

　階段からの転落未遂と、給湯室での熱傷未遂。どちらも本当に起こったことのように鮮明だったが、実際には、自分の身には傷一つついていない。まるで時間を巻き戻して、ある時点からもう一度やりなおしたようだ。

　──タイムスリップとか？　まさか……ね。

　もう一つ気になることがあった。というより、こちらのほうがむしろ主眼だ。

　──尾上さんがいたのって、偶然？

　奇妙な体験をした直後、どちらのときにも、すぐそばに尾上がいた。そして尾上の行動によって、自分はそのあとの惨事を免れたことになる。

　この出来事には、尾上が何か関係しているのではないか。いや、そうに違いない。

　そう確信した真紀は、仕事の合間にこっそり尾上のことを調べはじめた。




　驚いたことに、尾上の所属は隣の部署だった。隣接する総務課と経理課。その総務課に真紀がいて、経理課に尾上がいたのだ。

　──それにしては、いままでほとんど顔を見た記憶がないけど……。

　毎日注意して見ていると、たしかに尾上は経理課に出入りしていた。だが気をつけていないと、すぐ見失ってしまう。トイレへ行ったかと思えばいつのまにかデスクの前にいたり、そうかと思えばほかの階にいたりと、神出鬼没だ。

　それでいて、目立っているわけではない。まるで気配がないように、どこにでも現れ、どこにいても埋没している。

　──尾上さんって、どういう人なの？




　たまたま用事があって、書庫へ行ったときのことだった。

　先客がおり、脚立を使っていちばん上の書類箱を取ろうとしている。三年先輩の、久保田くぼたという男性社員だ。

「お疲れさまです」

「お疲れさん」

　挨拶して、真紀が別の棚の方へ向かいかけたそのとき。

「あっ……ちょっ……う、うわあ！」

　慌てた声とともに、久保田の体がぐらりと傾いた。

　両手で抱えた箱もろとも、久保田と脚立が妙にゆっくり倒れ、室内に並んだ棚を将棋倒しにしながら崩れおちる。

「久保田さんっ！」

　真紀が悲鳴を上げた瞬間、すべては元どおりになっていた。

「──お疲れさまです」

　書庫のドアを開けて尾上が入ってくると、頭上の書類箱と悪戦苦闘している久保田の足元まで歩みよった。

「重そうですね。手伝いますよ」

「お、そうか。サンキュー」

　棚から出した箱を尾上が受けとり、久保田は無事に脚立から下りる。

「助かったよ。それじゃあな」

　久保田が箱を抱えて出ていってしまうと、真紀は急いで尾上の前に立った。

「おっ、尾上さん！　いまの……いったい何が起こったんですかっ？」

「──え？」

　尾上が眼鏡の奥で目を見開く。

「いえ……いったい、何をしたんですかっ？」

「何って……なんのことだか……」

　尾上は当惑するように言ったが、真紀は確信をもって詰めよった。

「とぼけないでください！　階段のときも、給湯室のときも……それにいまも、あなたが何かしたんでしょう？　本当は事故があったのに、あなたが何かしたせいで、なかったことになったんでしょうっ？」

　そこまで一気に言った真紀は、尾上が蒼白な顔をしているのに気づいて、はっと口を閉じた。

「どうして──」

　尾上はかすかに震える声で言った。

「どうしてあなたは、それを知っているんですか……？」

「どうしてって……」

　こんどは真紀が答えに詰まる番だった。

「だって……覚えてるから──」

「ありえない」

　尾上は怯えたように首を振った。

「そんな、まさか……」

　そうつぶやくと同時に向きを変え、尾上はドアを開けて外へ走り出ていってしまう。

「えっ？　ちょ、ちょっと待っ──」

　あとには、唖然とした真紀が一人とりのこされた。




「すみません。今日、仕事が終わってから、お時間ありますか？」

　だが、その日のうちに尾上からそう申し出があり、駅近くの喫茶店で二人で会うことになった。

「昼間は失礼しました。あんまり驚いたので」

　殊勝な態度で頭を下げられ、真紀は恥ずかしくなってそれをとめた。

「いえっ、謝らなくてもいいです。でもその……驚いたのは私のほうっていうか……」

「覚えてるって、本当ですか？」

　尾上はすぐに本題に入った。

「ええ、まあ……何が起こったのか、よくわからないんですが」

「階段から落ちたことも、やかんの熱湯を浴びたことも？」

「その……途中までって言ったらいいのかな？　危ないって思ったときには、ちょっと前の状態に戻っていて」

「そうですか」

　尾上が深刻そうな溜め息をついたので、真紀は少し心配になってきいた。

「ええと……あれってその、だれかに知られちゃいけなかったとか？」

「いえ、そういうわけでもないんですが……ほかの人に気づかれたのって、初めてで。気づかれるとは思っていなかったから」

「やっぱり、あなたがやったんですね。あれって、なんなんですか？　まさか、時間を巻き戻したとか……？」

　真紀は半信半疑で質問したのだったが、大まじめな答えが返ってきた。

「自分でも、あれがどういう力なのかわからないんですが、僕は勝手に《リセット》って呼んでいます。ゲームのリセットみたいに、やりなおせるでしょう？」

　口調と同じように、尾上の顔も真剣だった。

　なんとなく根暗なイメージを抱いていたが、こうして間近に見ると、端整で理知的で、けっこうイイ男だ。ぼうっと目の前の顔に見とれていた真紀は、はっと気づいて一人で赤面した。

「リセットって……じゃあ、やっぱり時間をどうにかしてるってことですか？」

「自分がタイムスリップしているのか、時間そのものを操作しているのか、いままではわかりませんでした。でも……あなたが覚えているってことは、あなたが言うように、時間を巻き戻しているのかもしれません」

　ふつうなら、到底信じられないような話だ。だが真紀は、あの不可解な現象を三度も経験している。理解できなくとも、信じないわけにはいかないだろう。

「──あんまり、驚かないんですね？」

　尾上が不思議そうな顔をしてきいてきた。

「充分驚いてますって」

　真紀は尾上をまっすぐ見返して答えた。

「驚いてるけど、なんだか実感が湧かないっていうか……実際に体験しちゃったし……その、いままでだれも、私みたいに気づいた人はいなかったんですか？」

「いませんでした。だから、だれにもわからないと思って、好き勝手に使ってたんですけど……でも、あなたのようにわかる人がいるとすれば、気をつけないといけませんね」

「どうして？」

「だって、怖くありませんか？　何が起こっても、僕が好きなように変えられるんですよ？　極端にいえば、世界は僕の思うままになるんです」

　尾上の目が妖しく煌めくのを見て、真紀は一瞬ぞくっとした。だがそれを振りはらって、きっぱりと言う。

「いいえ、別に怖くないわ。だってあなたは、私の恩人じゃない」

　尾上の目が、驚いたように見開かれた。




　それから二人は急接近した。

　秘密を共有する気安さのためだろう、尾上は真紀に心を開き、真紀は真紀で、不思議な能力に対する好奇心もあって、尾上に夢中になった。

　尾上は真紀より三つ下だったが、いっしょにいてもあまり年下という感じはしなかった。おそらく、昔から《リセット》をくりかえしてきたせいだろう。肉体は若いままだが、実際は人より長い時間を過ごして、精神的には見た目より年をとっているのだ。

「考えてみれば、《リセット》っていろいろ便利よね」

　寝物語に、真紀は冗談めかして言った。

「だって、たとえば試験勉強にも使えるでしょ？　時間が足りなかったら一日巻き戻すとか……そうだ、試験問題を確認してから《リセット》することも可能よね？」

「勉強時間の確保なら、したことがないとは言わないけど」

　尾上は唇に触れるだけのキスをして言った。

「さすがにカンニングはしたことないよ。それはルール違反だと思うから」

「まじめなのね、尾上くん」

　真紀は尾上の背中に腕をまわし、引きよせた。尾上も抱きかえしてきた。

「まじめっていうか……そうじゃないといけないと思うんだ。こういう、ふつうの人が持っていない力はさ、いいことをするために与えられたんじゃないかなって。悪いことに使ったりしたら、きっとバチがあたる」

　真紀は、少し意表を突かれて尾上の顔を見つめた。

　──もしも神様が存在するとしたら、この人のこんな馬鹿正直なところを見込んで、《リセット》なんて力を授けたのね。

「尾上くん」

　真紀は愛情をこめて、腕の中の恋人にキスをした。

「あなたって本当に、いい人ね」

　尾上は一瞬当惑するような表情を浮かべたが、すぐキスに応え、ゆっくり上に乗ってきた。

　心地よい重みと温もり。着やせするたちらしく、ひょろりとして見えた体は、裸になると案外たくましい。眼鏡をはずした顔は、インテリっぽい堅さがなくなり、年相応の若々しい輝きを放つ。

「ん……」

　両手で包むように胸を撫でられて、真紀はうっとりと目を閉じた。

　硬くなった乳首に指があたり、痺れるような疼きが走る。触れるか触れないかのキスを落とされ、くすぐったさの混じった快感に、思わず身震いしてしまう。

　尾上の愛撫は、彼の性格を物語るように、一つひとつが丁寧で繊細だった。穏やかなその動きに身をゆだねているうちに、真紀の体はじわじわと熱を帯び、いつのまにか熱く燃えあがる。

「あっ……んっ……」

　重なった体がこすれあうだけで、ざわざわと妖しい快さが広がった。無意識に腰を揺らすと、尾上の息遣いが荒くなり、胸元に噛みつくようなキスをされた。

「っ！」

　痛いほど強く吸われたそこを、舌で舐められ、唾液の蒸発するひんやりした感覚に肌が粟立つ。

　キスをくりかえしながら、尾上の顔が少しずつ下がっていき、下腹部に到達する。

「──あっ……」

　恥骨の下の最も敏感な部分に触れられた瞬間、ぞくっとして力が抜けた。

　いままでとは違う、鮮明な快感が蔦のように這いのぼり、頭がぼうっとなって、全身がどくどくと脈打ちはじめる。

　広げた舌でぞろりと舐めあげられ、衝撃に腰がびくんと跳ねた。中心がずきずきと疼き、電流のような痺れが断続的に駆けぬけた。

「はっ……あっ……待って……！」

　思わず伸ばした手を押さえられ、さらに舌で刺激される。

　体の奥が熱く重だるくなり、溶けた熱がじわりとにじみ出た。まだ触れられていない襞が熱を帯びてふくれあがり、呼吸するように収縮するのを感じた。

　小さな突起を舌先で転がすようにされると、たまらない快感が湧きあがって体がびくびく震えた。熟れた襞の間をなぞられ、堰を切ったように蜜があふれだす。

「あ……あ……いや……いっちゃう──」

　体をくねらせてうわごとのように口走ると、尾上が一瞬だけ顔を浮かせて答える。

「いいよ、このままいって──」

「あうっ」

　襞を舐められながら突起を強く吸われ、強すぎる刺激に真紀は体をのけぞらせた。

　知らずしらず両足が開き、ねだるように腰を押しつけてしまう。

「あっ、もっと……っ！」

　舌の動きが激しくなり、苦しいほどの快感が押しよせる。

「やっ……あっ……だめっ、だめっ！」

　腿が痙攣するようにひきつりはじめ、真紀は夢中で尾上の髪をつかむ。

「はう！　はあっ……あ!!」

　矢が放たれるような鋭い絶頂。

　耳鳴りがして、けだるい余韻にどっと包まれる。

　言葉もなく、真紀が目を閉じたまま荒い息をしているうちに、尾上の体が上がってきて足の間に割りこまれる。

　内腿に尾上の熱があたり、ぞくっとした。

　大きくて硬い。

　指で襞を開かれ、中心に熱の塊をあてがわれる。

「入れるよ」

　ぐっと力をこめられ、押しひろげられる感じがした。

　きつくて痛いぐらいだが、それがまたなんともいえず心地よい。じわじわと広げられ、熱いものが侵入してくる感覚に、局部だけでなく全身が反応し、官能の奔流が渦を巻く。

「きて……もっと……」

　充分に濡れた真紀の体は、みずから呑みこもうとするように蠕動し、尾上をあおる。

「くっ……だめだ、我慢できない……」

「あっ！」

　尾上の声が聞こえたつぎの瞬間、深く突きいれられて、真紀は思わず声を上げた。

　最奥を強く打たれて、頭の芯に響く。

　気の遠くなるような一体感。

　つづいて腰を引かれると、内壁がこすられて背すじに悪寒が走った。

「──んっ……あんっ……」

　リズミカルに抜き挿しされると、全身を揺さぶられる愉悦に、しぜんと甘い声がこぼれる。

　いちど達した体は、どこもかしこも敏感で、ときおり触れる尾上の髪さえ強烈な刺激となって、真紀をふたたび頂上へと追いあげる。

「っ、あっ、あっ、いいっ……んっ……もっと……っ！」

　尾上の動きが激しくなり、つづけざまにこすられ、突きあげられて、真紀は眩暈のするような快感に翻弄された。

　息をするのも苦しく、いてもたってもいられない。

　尾上の体に両手でしがみつき、腰を振って貪欲にその先を求める。

「いい……っ、あっ……もっと……もっと早く……そこ……あっ……いいっ……きてっ……早くっ……あ、ああ────っっっ!!」

　尾上と同時に味わった二度目の絶頂は、甘く、苦しく……そして夢のように幸福だった──。




　最初の異変は、金曜日、終業時間の直後に起こった。

　尾上とのデートを控え、急いで帰り支度をすませ、さあ部屋を出ようというところへ、課長がいきなり残業の打診をしてきたのだ。

「ああ、近藤くん。すまないが、この書類の修正を頼めないかね？　南みなみくんの仕事だったんだが、あいにくもう退社してしまったらしくて──」

　──ああもう、なんてついてないの！　あと一分早く部屋を出ていれば！

　そう思って、真紀が内心じだんだを踏んだ瞬間。

　ふと壁にかかった時計を見ると、終業時間の五分前だ。

　──えっ？

　気がつけば、自分はまだデスクの前で、総務課の面々もそれぞれの業務に集中している。

　──《リセット》？

　尾上のしわざだと思ったが、見回しても彼の姿はない。

　──それより、いまのうちに早く準備を！

　真紀はこっそり片づけを始めると、終業のチャイムとほとんど同時に部屋を飛び出した。

　だが、落ちあった尾上にきいてみると、尾上は何も知らないと言った。

「僕は五分ほど仕事が押してしまって、慌てて出てきたんだけど」

「じゃあ、あれはなんだったの？　てっきり《リセット》だと思ったんだけど──」

　二人は腑に落ちない顔を互いに見合わせた。




　つぎにそれが起こったのは、二週間後のデート中だった。

　レストランに入ろうとしたところ、僅差でほかのカップルに先を越されてしまい、真紀たちは一時間待ちになると言われた。

　──悔しい！　あと一歩早ければ！

　真紀がそう思った瞬間、二人はそれより五分ほど前にいた地点、レストランのある通りに立っていた。

「尾上くん、さすが！」

　真紀は喜んで尾上の手をとり、道を急いだ。思惑どおり、先ほどのカップルより前に到着することができ、すぐ席に案内される。

「よかった。これで一時間も待たなくてすんだね」

　真紀が言うと、尾上は浮かない顔をして言った。

「僕じゃない」

「え？」

「いまの《リセット》、僕がやったんじゃないんだ」

「──え？　尾上くんじゃなかったら、いったいだれが？」

「僕が思うに」

　尾上は慎重に口を開いた。

「……君、じゃないかな」

「ええっ!?」

　美香は驚いて絶句したが、尾上は冗談を言っているわけではなかった。

「そう考えれば、つじつまは合うんだ。いままで僕の力はだれにもばれなかったのに、君にだけわかってしまった。それはきっと、君も同じ力を持つ人間だったからだ。君にも時間を操る力があったから、だから僕の《リセット》が通じなかった……」

　真紀は何も言えなかった。

　そう言われれば、たしかにそうなのかもしれない。最近の二度の《リセット》は、自分が願うのと同時に起こった。尾上でなく、ほかのだれがやったにしても、あまりにもタイミングがよすぎる。

「私……なの？」

　真紀はやっとのことで声を出した。

「私だとしたら……どうすればいいの？　こんな力……どうやってコントロールすれば……？」

　尾上は苦しむように目を伏せた。

「僕に言えるのは……慣れるしかないってことだけだ」




　だが、問題はそれだけではすまなかった。

　真紀が経理課へ書類を届けに行くと、同期の加奈子かなこという女性社員がコピー機のトナーを交換しているところだった。

　入社以来、加奈子とはどういうわけか馬が合わない。いまも互いに会釈だけして、真紀がコピー機のそばを通りすぎた直後、背後で悲鳴が上がった。

「わっ！　やだあっ！」

　驚いて振りかえると、加奈子がトナーの粉で真っ黒になっていた。どうやら手元が狂って、新しいカートリッジの中身をこぼしてしまったらしい。

　──ちょっといい気味かも。

　真紀がちらりとそう思った瞬間、《リセット》の感覚があり、真紀は驚いて目を見張った。

　いままで加奈子がいたところに、真っ黒になった尾上が立っていたのだ。

「おっ、尾上さんっ!?」

　声を上げたのは真紀ではなかった。カートリッジの中身を尾上めがけてぶちまけてしまった加奈子が、真っ青になって謝っていた。

「すっ、すみません！　ごめんなさい！　蓋が固くて、つい力を入れすぎて……っ！」

「いえ、気にしないでください」

　尾上は呆然としながらも、いつもの淡々とした口調で言った。

「着替えがありますから、大丈夫です」

　真紀は、着替えに出た尾上をこっそり追い、屋上に連れ出した。

「いったいどうしたの？　《リセット》するなら、もう少し前の時間にすればよかったでしょ？」

「そのつもりだったんだ」

　尾上は、急いで着替えたシャツを整えながら言った。

「でも……どういうわけか、あんなタイミングになってしまって──」

「そうなの？　そういうことって、たまにあるの？」

「いや、ちゃんとコントロールできるようになってからは、初めてだよ、こんなこと」

　尾上の顔に、珍しく不安が浮かんでいる。

　それを見て、真紀もまた、えたいのしれない不安に胸をつかまれた。




　しばらくは何事もなく日々が過ぎたある日、真紀が給湯室へ行くと、尾上ともう一人、陽子ようこという女性社員が先にいた。

「尾上さんって、話してみると案外ふつうなんですね」

「そうですか？」

「第一印象はもっとその……少し暗い感じっていうか、あっ、ごめんなさいね。悪口じゃないんですよ」

「いえ、大丈夫です」

　──いったい何を話してたんだろう？

　二人の親しそうな様子を見て、真紀の胸がちりっと痛む。

「お疲れさまです」

　声をかけて中に入ると、陽子のほうが少し気まずそうに尾上から離れた。

　その拍子に陽子の腰が流し台にあたり、カウンターに置かれていた湯呑が落下する。

　あっと思ったときには《リセット》が起こっていた。

「熱っ！」

　湯呑に入っていた熱い茶を右手に浴びて、尾上が声を上げた。

「尾上さん、たいへんっ！」

　陽子がすかさずその手を取り、蛇口から勢いよく水を出して冷やしにかかる。

　真紀はしばらく呆然としていたが、やがて我に返ると、箒と塵取りを取ってきて、床に散乱した湯呑のかけらを片づけはじめた。

「あっ、近藤さん、すみません」

「いえ、気にしないで。尾上さんの手は大丈夫？」

「僕なら大丈夫です」

　平静を装って会話を続けながら、だが真紀の頭の中は、思いついた一つのことでいっぱいになっていた。

　──まさか……まさか……！




「私のせいよっ！」

　その夜、尾上のワンルームマンションで二人きりになると、真紀はヒステリックにわめいた。

「加奈子さんがトナーまみれになったとき、私、いい気味だって思ったの！　陽子さんがあなたと親しそうにしてるのを見て、嫉妬したわ！　私がそんなふうに思ったから、きっとその悪い感情があなたの力に干渉して、《リセット》がうまくいかなかったのよ！」

「真紀さん……落ち着いて……」

「落ち着いてなんかいられないわよ！」

　八つ当たりのように、真紀は声を荒らげた。

「どうすればいいっていうの!?　このままじゃ、《リセット》するたびにあなたが危ない目にあってしまう！　私には無理！　考えまいとしても、どうしても嫌なことを考えちゃうの！　私は、あなたみたいに《いい人》ではいられない！」

　真紀はわっと尾上の胸に泣きふした。

　その背中に尾上の両腕がまわされ、力強く抱きしめられる。

「大丈夫だよ……大丈夫」

　尾上は真紀の背中を撫でながら言った。

「だったら、《リセット》しなければいい。君が力をコントロールできるようになるまで、しばらく《リセット》はしないようにするよ」

　そっと唇を重ねられ、真紀は救いを求めるようにキスをむさぼった。




『《リセット》はしない』

　その言葉どおり、その日以来、尾上は本当に力を使うことをやめたようだった。

　代わりに社内では小さな事故が頻発し、「最近のたるんだ空気を一掃すべし」と、社長から訓戒があったほどだった。

　尾上が陰でどれほどみんなに貢献していたかを思いしらされ、真紀はますます落ちこんだ。だが、その落ちこみが幸いしたのか、真紀自身も《リセット》を起こすようなことはなく、表面的には平穏な日々がしばらく続いた。

　ある晩、デートの帰りに、酔った真紀は少し休みたいと言って、公園に寄り道した。

　ベンチにだらしなく体を預けたまま、飲み物を調達しに行く尾上の背中をぼんやり見送る。

　ふと背後で物音がした。

「っ!?」

　いきなり大きな手で口をふさがれ、背後から強く抱きすくめられる。

「ハァッ……ハァッ……」

　獣のような荒い息遣い。獣ではない。変質者だ。

　──やだっ！　助けて、尾上くん!!

　いっぺんに酔いが冷めた。

　必死に抗うが、万力のような馬鹿力でびくともしない。両足をばたつかせても、ベンチを蹴るばかりで、肝心の相手にはあたらない。

　後ろからまわされた男の手がいやらしく動き、胸をわしづかみにされたとき、ようやく戻ってくる尾上の姿が見えた。

「うーっ！　むう──っ！」

「真紀さんっ!?」

　くぐもった叫び声を上げると、尾上が異変に気づいて駆けつけてくる。

「なんだおまえは！　真紀さんを放せっ！」

　尾上が手にした缶コーヒーで殴りつけると、拘束が緩み、真紀は転がるようにして尾上の方へ走った。

「邪魔するんじゃねぇッ！」

　唸るような声とともに、男がナイフを取り出し、尾上に向かって切りつける。

「危ないっ！」

　真紀は思わず悲鳴を上げたが、尾上はすばやく男の手首を握って攻撃を防いだ。

「くそっ、放せっ！」

「そっちこそ！」

　ナイフを挟んで二人は睨みあい、ぶつかりあって地面に倒れこんだ。そのまま上になり下になり、どちらもナイフを奪おうと激しい攻防を続ける。

　真紀ははらはらするばかりで、どうすることもできない。

「ぐっ……ううッ！」

　やがて変質者のほうが呻き声を上げ、二人とも動かなくなった。

「……お、尾上くん……？」

「真紀さん──」

　尾上は肩で息をしながら、男の下から這い出した。

「──ど、どうしよう……」

「え？」

　見ると、尾上の右手がナイフを握りしめており、街灯に照らされて赤黒く光っている。

　──血!?

　尾上がこわごわ男の体をひっくりかえすと、シャツの腹部に同じような赤黒い染みが広がっていた。

　真っ青な顔をしながら、それでも尾上は、なんとか相手の息や脈を確認した。

「だめだ……」

　呆然とした様子で言う。

「死んでる──」

　真紀はショックで声を出すこともできなかった。

　見たくないのに、死んだ男の顔から目が離せない。

　それからはっと気づいて言った。

「《リセット》！　尾上くん、《リセット》よ！」

　だが尾上は、こわばった表情のままのろのろと首を振った。

「できないんだ」

　いまにも死にそうな声で言う。

「さっきからやろうとしてるんだけど、どうしても《リセット》できない」

「そんな……！」

　しばらく力を使わなかったせいで、使い方を忘れてしまったのだろうか。それとも真紀が近くにいるせいで、また力をコントロールできなくなっているのか。

「君は……？」

　尾上がすがるような目つきで見つめてきた。

「君が《リセット》してくれれば──」

「ど、どうやって……？」

　真紀は泣きそうな声で言った。

「どうやったら《リセット》できるのか、わからない。いままでのはみんな、無意識にやっていて……」

「強く念じるんだ。この男が死ぬ前に戻れって。いや……この公園に寄る前に戻れって」

　──戻れ！　戻れ！

　真紀は必死になって心の中で唱えた。

　──戻れ！　戻れ！　戻って！

　だが何も起こらない。

　二人は依然として、男の死体の前で身を寄せあっている。

「だめ──」

　真紀はとうとう諦めて言った。

「ごめんなさい。こんな大事なときに……私には、できないみたい」

「そうか」

　尾上は深い溜め息をつくと、意を決めたように顔を上げた。

「じゃあ、警察を呼ぶよ。事情を話せば、正当防衛だと認めてもらえるかもしれないし」

「だめよ！」

　思わず真紀は叫んだ。

「そんなことしたら、あなたが殺人犯になっちゃう！　あなたの人生が台無しになっちゃうじゃない！」

「しかたないよ。人を殺してしまったのは本当だし」

「だって、もとはといえば私が悪いのに！　私が休みたいなんて言わなければ！　飲みすぎたりしなければ！　……私が、《リセット》さえちゃんとできれば……っ！」

「それは僕のセリフだよ」

　すっかり腹を据えたのか、尾上はうっすらと笑みを浮かべてみせた。

「僕が《リセット》できていれば、こんなふうに悩むことはなかったんだ。いや、それ以前に、君を一人にしたりしなければ、君がこんなつらい思いをすることもなかった」

　尾上は立ちあがると、衣服についた土埃を払いながら続けた。

「だから僕は、ちゃんと罰を受けるよ。そう──これはもしかしたら、《リセット》を使いすぎたツケがまわってきたのかもしれないしね」

「そんな……そんなの……」

　真紀はこみあげる涙をとめることができなかった。

「じゃあ、私もいっしょに罰を受ける。……ううん、私がやったって言うわ。この人が死んだのは、私のせいだもの……私が殺したも同然だもの」

「違うよ」

　尾上は言いふくめるように返した。

「この男を刺したのは、君の手じゃなくて、僕の手だ。だから責めを負うべきなのは僕だ。それに、警察だって馬鹿じゃない。君が自首したって、すぐにばれるさ」

「尾上くん……」

　真紀はぼろぼろ涙をこぼしながら言った。

「どうしてあなたって、こんなときまで馬鹿正直なの？　どうしていつも、そんなにいい人でいられるの？」

「僕は、《いい人》なんかじゃない」

　すっと温もりが近づき、真紀は涙の跡を尾上の唇がかすめていくのを感じた。

「これは僕のためだ。僕にとって、君はかけがえのない大切な人だ。君はただ一人、僕と同じ力を持っている人間で、ただ一人の理解者だ。同じ力があるとわかる前から、君は怖がることもなく、僕を信じてくれた。だから僕は、君を守りたい。僕自身の存在理由として、君に幸せでいてもらいたいんだ。君の幸せが、僕の幸せなんだよ」

「──待ってる」

　やっとのことで真紀は言った。

「私、待ってるから。あなたがもし刑務所に入ることになっても、ずっと待ってるから」

「うん……ありがとう」

　携帯電話を取り出す尾上の姿を見つめながら、真紀は、いるのかもわからない神に祈った。

　──神様、お願い！　この人を行かせないで！　私にできることなら、なんでもします！　もう人に悪意をいだいたりしません！　この力は、一生人のためだけに使います！　だからお願い……もう一度……もう一度だけ、やりなおさせて……!!




　気がつくと真紀は、会社の階段の上にいた。

「すみません」

　すぐそばに立っていた尾上が、ぼそっと言った。

「ペンを」

　足元のボールペンを拾いあげる尾上を見ながら、真紀は歓喜のあまり心臓が破裂してしまうのではないかと思った。

　──戻ってきた！

　忘れもしない、尾上の力を初めて体験した、あのとき、あの場所だ。

　──ああ、神様！　感謝します！

　ぎりぎりで発動した《リセット》の力か、はたまた神の奇跡か。いずれにしても自分たちは、もう一度スタート地点に立つことができたのだ。

　こんどはもう間違えない。自分の歪んだ感情で、彼を危険にさらしたりしない。心を正して、彼にふさわしい人間になってみせる。

　そこまで考えて、真紀はふと心配になった。

　はたして目の前にいる尾上は、自分の知っている尾上なのだろうか。あの苦くつらい未来から、無事いっしょに戻ってこられたのだろうか。

「──尾上くん……？」

　恐るおそる声をかけると、立ちさりかけていた尾上が、すっと振りむいて笑顔をみせた。

「何？　真紀さん」







【完】　
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月夜見ライブラリーより
夏川まどかのTL小説、松浦巽のBL小説

電子書籍ストアにて好評発売中






[image: ]


夜霧は血の匂い

著者　松浦巽






酔いつぶれた工藤が目覚めると、隣には見知らぬ裸の少年が。カオルと名乗ったその少年には、見事な犬歯が生えていて……。

同じころ、市内で連続猟奇殺人事件が発生する。被害者の首すじには、いずれも吸血鬼に噛まれたような傷痕が残されていた。犯人はカオルなのか？

刑事と家出少年をめぐるBLホラー小説。
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ささやかな誤算

著者　松浦巽






元刑事の片倉は、会長命令で社内の機密漏洩問題を調査するうち、エリート青年・野上に目をつける。
野上は別会社の役員と通じていたが、２人の関係はそれだけではなかった。
野上の意外な一面を知った片倉は、彼に強く惹きつけられる。そして野上もまた……。
欲望の奥に潜む愛情。男たちのサスペンス＆ラブ・アフェア。







[image: ]


支配者の論理

著者　松浦巽






魔が差した。たった一度のその軽挙が、香坂の人生を変えた。
尊敬する上司のため、情報を盗もうとライバル部署に忍びこんだ香坂。ところがそれを、相手のボス・本間に見つかってしまう。
「ばらされたくなければ、私の犬になれ」
脅迫されて本間の傘下に移った香坂を待っていたのは、犬扱いされる屈辱的な調教の日々だった。
はたして本間の真意は……？
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